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本
日
、田
原
市
議
会
第
１
回
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、「
平
成

19
年
度
予
算
の
編
成
方
針
」と「
主
要
施

策
」に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

議
会
の
皆
さ
ま
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま

に
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、平

成
19
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
の

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ
に
お

答
え
す
る
中
で
、新
年
度
の
予
算
は
義
務

的
経
費
を
中
心
と
す
る
、い
わ
ゆ
る
骨
格

予
算
と
し
て
編
成
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

の
意
向
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。し
か
し
、

地
方
分
権
の
一
層
の
推
進
に
よ
る
税
源
移

譲
や
好
調
な
企
業
収
益
、ま
た
、起
債
の
抑

制
な
ど
、財
政
運
営
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
推
進
が
適
切
と
の
判
断
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、平
成
19
年
度
予
算
は
、「
住
民

福
祉
の
向
上
と
着
実
な
市
政
発
展
を
願
う

継
続
発
展
型
の
予
算
」と
し
て
編
成
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
19
年
度
は
、総
合
計
画
実
現

に
向
け
た
初
年
度
の
年
と
な
り
ま
す
。合

併
後
、日
も
浅
く
、一
体
化
に
あ
た
っ
て
の

重
要
な
年
と
な
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で

培
わ
れ
て
き
ま
し
た
自
治
能
力
を
さ
ら
に

高
め
、効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
・
事

業
実
施
に
よ
り
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、

①
財
政
の
健
全
性
の
維
持

②
行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進

③
合
併
後
の
一
体
化
に
向
け
た
事
業
の
推
進

④
継
続
事
業
の
着
実
な
実
施

を
行
財
政
の
基
本
姿
勢
に
据
え
て
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

【
中
略
】

　

な
お
、私
は
今
任
期
で
退
任
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、予
算
編
成
は
こ
れ

が
最
後
に
な
り
ま
す
。平
成
19
年
度
予
算

は
新
市
長
の
下
で
の
執
行
と
な
り
ま
す

が
、こ
れ
ま
で
成
長
期
・
変
革
期
に
市
政
の

運
営
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
と
、こ
こ
ま
で
の
発
展
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
、あ
ら
た
め
て
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
と
議
会
の

皆
さ
ま
の
ご
指
導
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ

ま
し
て
、平
成
19
年
度
予
算
の
編
成
方
針

の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
環
境
と
の
共
生
に
よ
る 

豊
か
で
持
続

す
る
ま
ち
づ
く
り

2
人
と
文
化
が
交
流
す
る 

世
界
に
開
か

れ
た
ま
ち
づ
く
り

3
地
域
が
守
る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

安

全
な
ま
ち
づ
く
り

4
個
性
と
才
能
が
社
会
に
輝
く 

人
づ
く

り
の
ま
ち
づ
く
り

5
市
民
と
行
政
な
ど
が
と
も
に
築
く 

協

働
の
ま
ち
づ
く
り

6
地
域
の
自
立
と
連
携
に
よ
る 

健
全
経

営
の
ま
ち
づ
く
り

※
予
算
の
大
綱
と
平
成
19
年
度
の
主
要
事
業

に
つ
い
て
は
、３
〜
５
ペ
ー
ジ
に
概
要
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

市長・施政方針演説［抜粋］

３月６日（火）に開会した田原市議会第１回定例会の冒頭、市長は平成
19年度の市政運営を明らかにする施政方針の演説を行いました。また、
同定例会では、平成19年度予算も原案どおり可決されました。今月号で
は、この施政方針演説の［抜粋］と新年度予算、主要事業の概要をおしら
せします。

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

〜
６
つ
の
視
点
〜
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区分 予算額 伸率
●一般会計 339億 5000万円 3.9％

●特別会計 186億 4843万円 △   1.7％

　　給食センター給食費 2億 9994万円 1.7％

　　土地取得 皆減

　　老人保健医療 50億4295万円 △   4.7％

　　国民健康保険 74億　751万円 15.9％

　　公共下水道事業 17億7650万円 9.3％

　　農業集落排水事業 9億　992万円 △13.4％

　　田原福祉専門学校 1億7197万円 △　4.0％

　　介護保険 30億1377万円 △　4.0％

　　中心市街地商業等活性化事業 2584万円 △　1.2％

●水道事業会計 22億 1128万円 △　1.1％

合計 548億　972万円 1.7％

税目名 予算額 伸率
●市民税 104億 5538万円 41.3％

　　個人市民税 36億2170万円 26.8％

　　法人市民税 68億3368万円 50.5％

●固定資産税 69億8253万円 6.3％

　　土地 19億3000万円 2.7％

　　家屋 23億6000万円 △　0.8％

　　償却資産 26億8000万円 16.7％

　　交付金 1253万円 △　1.0％

●軽自動車税 1億3914万円 0.1％

●市たばこ税 4億3000万円 △　3.6％

●鉱産税 10万円 0.0％

●特別土地保有税 0万円 0.0％

●都市計画税 5億　600万円 15.0％

合計 185億 1315万円 23.5％

■市税の内訳■会計別予算

※土地取得特別会計は、行政改革の一環として廃止しました。

市税

県支出金地方交付税

市債

繰入金

寄附金

地方譲与税

185億1315万円

25億4385万円25億2000万円

22億8700万円

11億6398万円

 5億5100万円

 9億6146万円

54.5%

7.5%7.4%

6.7%

国庫支出金
20億3177万円
6.0%

3.4%

1.6%

2.8%

8.6%その他 
28億7775万円

繰越金
 5億0000万円
1.5%

339億5000万円
100％

歳入
合計

総務費

民生費

土木費教育費

農林水産業費

消防費

衛生費

公債費

その他商工費

60億6993万円

56億2299万円

52億2853万円42億6912万円

36億4606万円

29億5453万円

35億1403万円

2億5604万円8億6395万円

15億2478万円
17.9%

16.6%

15.4%12.6%

10.7%

8.7%

10.3%

0.8%2.5%

4.5%

339億5000万円
100％

歳出
合計

一般会計、特別会計、企業会計を合わせた
予算の総額は548億972万円で、前年度
対比1.7％の増加となりました。
なお、表・グラフ中の予算額は１万円未満
を切り捨ててありますので、合計額などに
多少のずれが生じています。

▼財政課523局3818

予算

■一般会計予算
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❖❖コミュニティ分野コミュニティ分野
先駆的な自主活動を行う地域を助成し、活動の活発化を図りま先駆的な自主活動を行う地域を助成し、活動の活発化を図りま
す。防災活動・福祉活動・環境美化活動・市民館活動など、「みんなす。防災活動・福祉活動・環境美化活動・市民館活動など、「みんな
で支え合う暮らしやすいまちづくり」を進めていきます。で支え合う暮らしやすいまちづくり」を進めていきます。

▼▼地域コミュニティ活動の推進　　　　　　１億４２５４万円地域コミュニティ活動の推進　　　　　　１億４２５４万円

▼▼地域コミュニティ拠点の整備　　　　　　　　４２３８万円地域コミュニティ拠点の整備　　　　　　　　４２３８万円

▼▼ＮＰＯ活動支援の充実　　　　　　　　　　　　４５９万円ＮＰＯ活動支援の充実　　　　　　　　　　　　４５９万円

▼▼地域防犯活動の推進　　　　　　　　　　　　１４１０万円地域防犯活動の推進　　　　　　　　　　　　１４１０万円

▼▼交通安全活動の充実　　　　　　　　　　　　４００７万円交通安全活動の充実　　　　　　　　　　　　４００７万円

▼▼交通安全施設の充実　　　　　　　　　　　　６７７０万円交通安全施設の充実　　　　　　　　　　　　６７７０万円

❖❖福祉分野福祉分野
健康維持の増進を図る活動や、高齢者・障害者が住み慣れた地域健康維持の増進を図る活動や、高齢者・障害者が住み慣れた地域
での生活を送れるようにするための支援など、「笑顔と優しさのでの生活を送れるようにするための支援など、「笑顔と優しさの
満ちあふれるまちづくり」を進めていきます。満ちあふれるまちづくり」を進めていきます。

▼▼成人保健の推進　　　　　　　　　　　　４億１４８５万円成人保健の推進　　　　　　　　　　　　４億１４８５万円

▼▼福祉医療の充実　　　　　　　　　　　　４億８２８５万円福祉医療の充実　　　　　　　　　　　　４億８２８５万円

▼▼子育て支援の充実　　　　　　　　　　　５億６５２５万円子育て支援の充実　　　　　　　　　　　５億６５２５万円

▼▼自立生活支援の充実　　　　　　　　　　５億７６２７万円自立生活支援の充実　　　　　　　　　　５億７６２７万円

▼▼生きがい対策の推進　　　　　　　　　　　　５５５０万円生きがい対策の推進　　　　　　　　　　　　５５５０万円

▼▼ひとり親家庭福祉の充実　　　　　　　　１億６９１２万円ひとり親家庭福祉の充実　　　　　　　　１億６９１２万円

●●防災活動などの地域コミュニティ活動を推進防災活動などの地域コミュニティ活動を推進

●●「健康講座」「健康運動」などで健康維持を増進「健康講座」「健康運動」などで健康維持を増進

●●資源循環型・環境保全型農業を推進資源循環型・環境保全型農業を推進

❖❖産業経済分野産業経済分野
農業・水産業・工業・商業・観光の振興を図ります。「暮らし農業・水産業・工業・商業・観光の振興を図ります。「暮らし
を支え未来を創造するまちづくり」を進めていきます。を支え未来を創造するまちづくり」を進めていきます。

▼▼農地の保全・活用の推進　　　　　　　　１億６２８８万円農地の保全・活用の推進　　　　　　　　１億６２８８万円

▼▼農業基盤の整備　　　　　　　　　　　　７億５４９０万円農業基盤の整備　　　　　　　　　　　　７億５４９０万円

▼▼農業経営の活性化　　　　　　　　　　１４億２１７７万円農業経営の活性化　　　　　　　　　　１４億２１７７万円

▼▼水産施設の充実　　　　　　　　　　　　　　８４４５万円水産施設の充実　　　　　　　　　　　　　　８４４５万円

▼▼工業の活性化　　　　　　　　　　　　　１億８１６７万円工業の活性化　　　　　　　　　　　　　１億８１６７万円

▼▼商業地の活性化　　　　　　　　　　　　　　５８９７万円商業地の活性化　　　　　　　　　　　　　　５８９７万円

▼▼観光基盤の整備　　　　　　　　　　　　４億９４３３万円観光基盤の整備　　　　　　　　　　　　４億９４３３万円

平成19年度の主要施策は、地域経済の優位性と多様性を活かし、一歩一平成19年度の主要施策は、地域経済の優位性と多様性を活かし、一歩一
歩着実に歩みを進める内容としました。歴史・自然・文化などの個性を大歩着実に歩みを進める内容としました。歴史・自然・文化などの個性を大
切にし、市民の皆さんと協働しながら新しいまちづくりを目指します。切にし、市民の皆さんと協働しながら新しいまちづくりを目指します。
ここでは、6つの分野の主な事業と予算額をご紹介します。ここでは、6つの分野の主な事業と予算額をご紹介します。
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❖❖都市環境分野都市環境分野
道路や公園などの都市基盤整備や、下水道事業の基礎的な整備な道路や公園などの都市基盤整備や、下水道事業の基礎的な整備な
どを行います。「地域の特性を活かした美しく快適なまちづくり」どを行います。「地域の特性を活かした美しく快適なまちづくり」
を進めていきます。を進めていきます。

▼▼田原駅周辺の整備　　　　　　　　　　　５億３８１０万円田原駅周辺の整備　　　　　　　　　　　５億３８１０万円

▼▼集落環境の整備　　　　　　　　　　　　２億８５３８万円集落環境の整備　　　　　　　　　　　　２億８５３８万円

▼▼住環境の整備　　　　　　　　　　　　　５億１９７４万円住環境の整備　　　　　　　　　　　　　５億１９７４万円

▼▼水道整備　　　　　　　　　　　　　　２２億１１２８万円水道整備　　　　　　　　　　　　　　２２億１１２８万円

▼▼ごみ処理施設の充実　　　　　　　　　　９億　１８９万円ごみ処理施設の充実　　　　　　　　　　９億　１８９万円

▼▼公園・緑地の整備　　　　　　　　　　　９億２６４５万円公園・緑地の整備　　　　　　　　　　　９億２６４５万円

❖❖教育文化分野教育文化分野
小・中学校の校舎改築・耐震化や、生涯学習施設・スポーツ施設・文小・中学校の校舎改築・耐震化や、生涯学習施設・スポーツ施設・文
化財施設の充実を図ります。「文化が薫り生きがいに満ちたまち化財施設の充実を図ります。「文化が薫り生きがいに満ちたまち
づくり」を進めていきます。づくり」を進めていきます。

▼▼小学校教育の充実　　　　　　　　　　　６億８１３９万円小学校教育の充実　　　　　　　　　　　６億８１３９万円

▼▼中学校教育の充実　　　　　　　　　　　７億　９０３万円中学校教育の充実　　　　　　　　　　　７億　９０３万円

▼▼農業大学院大学開学準備支援　　　　　　　　９０００万円農業大学院大学開学準備支援　　　　　　　　９０００万円

▼▼生涯学習施設の充実　　　　　　　　　　５億　４２０万円生涯学習施設の充実　　　　　　　　　　５億　４２０万円

▼▼スポーツ施設の充実　　　　　　　　　　１億１９５０万円スポーツ施設の充実　　　　　　　　　　１億１９５０万円

▼▼文化財施設の充実　　　　　　　　　　　２億５７０９万円文化財施設の充実　　　　　　　　　　　２億５７０９万円

❖❖総合戦略の分野総合戦略の分野
「まちづくりの方針」の関連施策（環境共生まちづくり・国際化の「まちづくりの方針」の関連施策（環境共生まちづくり・国際化の
推進・安心と安全・参加と協働・都市経営）を進めていきます。推進・安心と安全・参加と協働・都市経営）を進めていきます。

▼▼環境共生まちづくりの推進　　　　　　　　　　８５４万円環境共生まちづくりの推進　　　　　　　　　　８５４万円

▼▼エコ活動の推進　　　　　　　　　　　　　　２６４１万円エコ活動の推進　　　　　　　　　　　　　　２６４１万円

▼▼国際交流の推進　　　　　　　　　　　　　　３３１１万円国際交流の推進　　　　　　　　　　　　　　３３１１万円

▼▼防災体制の充実　　　　　　　　　　　　２億９７７１万円防災体制の充実　　　　　　　　　　　　２億９７７１万円

▼▼情報体制の充実　　　　　　　　　　　　１億　２４３万円情報体制の充実　　　　　　　　　　　　１億　２４３万円

▼▼広域連携の推進　　　　　　　　　　　　　　　５１１万円広域連携の推進　　　　　　　　　　　　　　　５１１万円

▼▼行財政運営　　　　　　　　　　　　１２１億８７６６万円行財政運営　　　　　　　　　　　　１２１億８７６６万円

●中心市街地の活性化に向けて田原駅周辺を整備

●●吉胡貝塚公園（今秋オープン予定）を整備吉胡貝塚公園（今秋オープン予定）を整備

●●世界に目を向け、国際化を推進世界に目を向け、国際化を推進

完成予想図
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『
う
る
お
い
と
活
力
の
あ

る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
』

の
実
現
を
目
指
し
、総
合
計
画
の

第
１
期
実
施
計
画
骨
子（
田
原
市

経
営
戦
略
２
０
０
７
）を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、昨
年
12
月
に
策
定
し

た
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
方
針

に
沿
っ
て
各
分
野
の
施
策
を
推
進

す
る
た
め
、向
こ
う
３
年
間（
平
成

19
〜
21
年
度
）で
実
施
す
る
事
業

内
容
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

▼
企
画
課
5
23
局
３
５
０
７

　

実
施
計
画
は
、毎
年
度
、施
策
の

優
先
度
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

な
が
ら
、３
年
間
の
実
施
内
容
を

定
め
ま
す
。こ
の
計
画
に
基
づ
き

予
算
や
組
織
体
制
を
編
成
し
、事

務
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
は
、次
に
示
す「
調

整
の
方
針
」「
行
政
改
革
」「
中
期
財

政
計
画
」を
念
頭
に
お
い
て
策
定

し
ま
し
た
。

■
調
整
の
方
針

　

田
原
市･

渥
美
町
の
合
併
か
ら

１
年
半
取
り
組
ん
で
き
た
緊
急

課
題
へ
の
対
処
を
進
め
る
と
と
も

に
、次
の
順
序
で
施
策
を
選
定
し

ま
し
た
。

①
義
務
的
な
事
業

②
日
常
不
可
欠
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

③
緊
急
性
の
高
い
事
業

④
そ
の
他
必
要
事
業

■
行
政
改
革

　

田
原
市
行
政
改
革
大
綱（
平
成

18
年
3
月
策
定
）に
基
づ
き
、限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、都
市

経
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

﹇
１
﹈

市
役
所
内
部
の
改
革

①
市
役
所
の
ス
リ
ム
化

・
定
員
管
理
の
適
正
化

・
給
与
制
度
な
ど
の
見
直
し

・
民
営
化
・
民
間
委
託
な
ど
の
推
進

②
健
全
な
財
政
の
確
立

・
財
政
健
全
化
手
法
の
検
討

・
徴
収
率
の
向
上

③
事
務
の
効
率
化

・
公
共
施
設
の
管
理
運
営
方
法
の
見
直

し
・
外
郭
団
体
・
関
係
団
体
の
見
直
し

・
諮
問
機
関
・
協
議
会
な
ど
の
見
直
し

・
投
票
区
再
編
の
実
施

④
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

・
行
政
評
価
の
導
入

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

﹇
２
﹈

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築

①
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
見
直
し

・
保
育
所
運
営
の
あ
り
方
の
見
直
し

・
小
中
学
校
の
規
模
の
適
正
化

・
給
食
方
式
の
統
一

・
市
内
交
通
施
策
の
見
直
し

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
の
見
直
し

・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
の
検
討

・
電
子
市
役
所
の
構
築

②
財
源
の
適
正
配
分
と

　
　

受
益
・
負
担
の
見
直
し

・
補
助
金
の
整
理
・
合
理
化

・
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

・
ご
み
有
料
化
の
検
討

・
健
康
・
福
祉
施
策
の
見
直
し

11
田
原
市
総
合
計
画

　

第
１
期
実
施
計
画
骨
子
（
田
原
市
経
営
戦
略
２
０
０
７
）

実
施
計
画
の
役
割

策
定
方
針
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施　策
予定事業費

H19 H20 H21 3か年計
総合戦略分野
　環境共生　国際化　安心安全　人づくり
　参加と協働　行財政運営

12,860 11,755 10,795 35,410

コミュニティ分野
　地域コミュニティ　分野コミュニティ　
　自主防災　地域防犯　交通安全　男女共同参画

278 275 266 819

福祉分野
　健康づくり　医療　地域福祉　児童福祉
　障害者福祉　高齢者福祉　社会保障

20,276 16,569 16,697 53,542

産業経済分野
　農業　水産業　工業　商業　観光　労働対策　
　消費対策

3,557 2,165 2,008 7,730

都市環境分野
　交通基盤　港湾　河川・排水路　海岸　市街地
　集落地域　居住環境　上下水道　環境保全
　衛生対策　資源循環　自然環境　緑と景観

12,489 11,400 11,262 35,151

教育文化分野
　学校教育　生涯学習　スポーツ　芸術文化
　文化財

3,753 2,892 2,031 8,676

合　計 53,213 45,056 43,059 141,328
※金額は、一般会計と特別会計の予定事業費の合計です。

【単位：百万円】
　３か年に実施する事業の施策体系別の予定事業費を示します。対象となる事業は、平成19年
度1000万円以上または３か年合計が3000万円以上となる全ての事務事業です。

■中期財政計画
　第１期実施計画の基礎となる3か年の財政計画（一般会計の歳入歳出および主要財政指標の見込み）です。

財政指標見込 H18 H19 H20 H21
基金残高（財政調整基金） 3,006 2,712 2,919 2,626
地方債残高（下水道関連、水道関連の残高を含む） 28,489 27,808 26,224 23,845
経営収支比率 72.4% 78.4% 79.6% 80.8%

【単位：百万円】《主要財政指標》

《歳入》 《歳出》
　法人市民税の減少により地方税が、三位一体の改革に
より地方交付税・国庫支出金が減少します。また、新規の
借入抑制により、地方債も大幅に減少する見込みです。

　義務的経費は扶助費が増加するものの、全体としては
徐々に減少します。その他経費はほぼ同額で推移し、投資
的経費は大きく減少する見込みです。

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

■地方債

■国庫支出金・
　県支出金

■地方交付税

■地方譲与税・
　各種交付金

■繰入金・繰越金

■財産収入・
　諸収入ほか

■使用料・手数料

■地方税

自
主
財
源

依
存
財
源

0

50

100

150

200

250

300

350
（億円）

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

0

50

100

150

200

250

300

350
（億円）

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

■普通建設事業費

■他会計繰出金

■補助費・積立・
　出資など

■物件費・
　維持補修費

■公債費

■扶助費

■人件費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

❖義務的経費
　［人件費］
　職員の給与や退職
金など

　［扶助費］
　生活困窮者や高齢
者、児童、心身障害
者などの支援施策
に要する経費

　［公債費］
　地方債など借入金
の元利償還金

❖その他経費
　［物件費］
　旅費、需用費、役務
費、備品購入費、委
託料など

　［維持補修費］
　公共施設などの維
持に要する経費

　［補助費］
　各種団体への補助
金、負担金など

　［他会計繰出金］
　国民健康保険や老
人保健医療、介護
保険、公共下水道
事業特別会計など
への繰出金

❖投資的経費
　［普通建設事業費］
　道路、橋りょう、学
校、公園など各種
社会資本の新増設
事業に要する経費

施策別の経費予算額

用語解説
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2
月
28
日（
水
）午
前
10
時

30
分
か
ら
、田
原
市
役
所

渥
美
支
所
に
お
い
て
、渥
美
地
域

審
議
会（
原
功
一
会
長
）が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
回
は
、平
成
19
年
度

田
原
市
予
算
概
要
と
渥
美
地
域
の

主
な
事
業
に
つ
い
て
、市
の
担
当

者
が
説
明
を
し
ま
し
た
。福
江
市

民
館
整
備
や
堀
切
・
中
山
・
泉
地
区

の
市
民
館
改
修
、小
学
校
の
校
舎

耐
震
補
強
な
ど
、新
規
事
業
・
継
続

事
業
に
つ
い
て
委
員
と
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

【
渥
美
地
域
審
議
会
委
員
の
変
更
】

　

平
成
18
年
度
に
、４
名
の
委
員

（
小
川
浄
さ
ん
、朽
名
正
幸
さ
ん
、

杉
浦
操
さ
ん
、木
村
孝
徳
さ
ん
）が

次
の
方
々
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

・
朽
名
勇
夫
さ
ん
（
８
月
１
日
〜
）

・
小
久
保
正
則
さ
ん
（
５
月
15
日
〜
）

・
藤
井
妙
子
さ
ん
（
５
月
15
日
〜
）

・
杉
浦
通
彦
さ
ん
（
２
月
21
日
〜
）

※
任
期
は
平
成
19
年
９
月
30
日
ま
で

▼
市
民
生
活
課（
渥
美
支
所
）

5
33
局
１
１
１
１

同
日
、午
後
１
時
30
分
か
ら
、

田
原
市
役
所
赤
羽
根
支
所

に
お
い
て
、赤
羽
根
地
域
審
議
会

（
大
羽
義
市
会
長
）が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
ち
ら
も
、平
成
19
年
度
田

原
市
予
算
概
要
と
赤
羽
根
地
域
の

主
な
事
業
に
つ
い
て
、市
の
担
当

者
が
説
明
し
ま
し
た
。赤
羽
根
海

岸（
道
の
駅
）整
備
、土
地
区
画
整

理
、成
章
高
等
学
校
赤
羽
根
校
舎

跡
地
へ
の
農
業
大
学
院
大
学
構
想

な
ど
、新
規
事
業
を
中
心
に
委
員

と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

【
赤
羽
根
地
域
審
議
会
委
員
の
変
更
】

　

平
成
18
年
度
に
、１
名
の
委
員

（
森
山
和
幸
さ
ん
）が
次
の
方
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

・
太
田
睦
雄
さ
ん
（
１
月
29
日
〜
）

※
任
期
は
平
成
19
年
８
月
19
日
ま
で

▼
市
民
生
活
課（
赤
羽
根
支
所
）

5
45
局
３
１
１
１

『
田
原
市
渥
美
地
域
審
議
会
』『
田
原
市
赤
羽
根
地
域
審
議
会
』
開
催

2

▼

中山・小中山地区にぐるりんバス運行

▼

赤羽根道の駅完成予想図（平成21年3月完成予定）

■平成19年度　渥美地域の主な事業
◎ぐるりんバス運行事業（中山・小中山地区）
◎地域子育て支援センター運営事業
◎経営構造対策事業
複合経営促進施設（リース温室）の建設
◎森林病害虫防除事業（松くい虫対策）
◎水産施設整備事業
◎トライアスロン大会支援事業
◎道路新設改良事業
◎小・中学校整備事業
◎市民館整備事業　など

■平成19年度　赤羽根地域の主な事業
◎経営構造対策事業
農畜産物集出荷貯蔵施設（赤羽根地区花き選荷場）の建設
◎大草・高松地区農村振興総合整備事業
◎サーフィン世界大会支援事業
◎道路・河川・水路改良事業
◎赤羽根海岸整備事業
◎赤羽根土地区画整理関連事業
◎防火水槽設備事業
◎農業系大学院大学開学準備支援事業
◎赤羽根中学校整備事業　など
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■
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

■
投
票
で
き
る
方

投
票
日
当
日
に
満
20
歳
以
上

の
方
（
昭
和
62
年
４
月
23
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
平

成
19
年
１
月
14
日
以
前
に
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続

き
投
票
日
ま
で
市
内
に
住
所

の
あ
る
方
。

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
期
間

　

４
月
16
日
（
月
）
〜
21
日
（
土
）

民
間
活
力
を
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
活
か
す
有
効
な

手
法
と
し
て
、平
成
18
年
４
月
か

ら｢

指
定
管
理
者
制
度｣

を
本
格
的

に
導
入
し
て
い
ま
す
。平
成
19
年

４
月
１
日
か
ら
、公
の
施
設（
田
原

市
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
駐
車
場
）を

管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▼
財
産
管
理
課
5
23
局
３
５
９
１

【
指
定
管
理
者
と
は
】

　

運
動
施
設
や
福
祉
施
設
、教
育
・

文
化
施
設
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん

に
直
接
利
用
し
て
い
た
だ
く「
公

の
施
設
」の
管
理
運
営
を
、広
く
民

間
の
事
業
者
や
団
体
に
も
任
せ
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。「
公
の

施
設
」の
管
理
運
営
は
、今
ま
で
は

市
が
直
接
行
う
か
、市
が
出
資
す

る
法
人
や
公
共
的
団
体
な
ど
に
委

託
す
る
こ
と
が
原
則
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、平
成
15
年
９
月

に
施
行
さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、そ
の
制
限
が
な

く
な
り
、民
間
の
事
業
者
や
団
体

な
ど
も「
公
の
施
設
」の
管
理
運
営

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、施
設
の
管
理
運
営
を

任
せ
る
事
業
者
な
ど
の
こ
と
を

「
指
定
管
理
者
」と
し
、議
会
の
議

決
を
経
て
市
が
指
定
し
ま
す
。

【
制
度
の
ね
ら
い
】

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、経
費
の
節
減
な
ど
を

図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

■
田
原
市
で
投
票
で
き
る
方

投
票
日
当
日
、
満
20
歳
以
上

の
方
（
昭
和
62
年
4
月
9
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
平

成
18
年
12
月
29
日
に
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
引
き
続
き
投

票
日
ま
で
市
内
・
県
内
に
住

所
の
あ
る
方
。（
県
内
に
転
出

し
た
方
に
つ
い
て
は
「
引
き

続
き
愛
知
県
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
証
明
書
」
が
な

け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
。）

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
期
間

　

〜
４
月
７
日
（
土
）

愛
知
県
議
会
議
員
一
般

お
よ
び
田
原
市
長
選

投
票
日
は
次
の
と
お
り
で
す

▼
選
挙
管
理
委
員
会

5
23
局
３
５
０
６

指
定
管
理
者
を
決
定

3
投
票
し
よ
う
！

4■公募により指定管理者に管理運営を委託した施設

施　 設　 名 田原市セントファーレ駐車場

指定管理者名 ㈱あつまるタウン田原

指  定  期  間 ５年間

担　 当　 課 街づくり推進課523局 3535

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
▼
４
月
８
日（
日
）

田
原
市
長
選
挙

投
票
日
▼
４
月
22
日（
日
）

みんなで投票
みんなで参加

あなたの一票大切に

※
投
票
所
は
、各
家
庭
に
郵
送
さ

れ
る「
投
票
所
入
場
券
」を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
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のラリースポットの
ご案内（10か所）

つぐグリーンプラザ
道の駅つぐ高原グリーンパーク
面ノ木ビジターセンター
つぐ丸広場　～10/31
津具農業祭　10/28（予定）
（愛知東農協津具支店）
田峯特産物直売所
道の駅アグリステーションなぐら
田口特産物振興センター
愛知東農協／こんにゃく村　5/1～9/30
田口小学校／愛知県山村花き品評会　7/25

設楽町
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

のラリースポットの
ご案内（10か所）

設楽町物産展・五平餅教室　7/29
（田原文化会館）
渥美半島菜の花まつり 1/12（予定）～
（伊良湖ガーデンホテル前 菜の花畑会場）
田原まつり会館
サンテパルクたはら
道の駅田原めっくんはうす
蔵王山展望台
赤羽根文化広場
渥美郷土資料館
渥美運動公園
道の駅伊良湖クリスタルポルト

田原市
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

段戸山

黒田ダム

清水

▲

大
輪

堤石
トンネル

田口

伊
　那
　　街
　　　道

茶臼山高原
道路面ノ木IC

折元IC

設楽町

道の駅
アグリステーションなぐら

田峯特産物直売所

田口特産物
振興センター

田口小学校

愛知東農協
こんにゃく村

設楽町役場

7

9

3

1

4 5

2

8

10

6

257

420

10

10

80

80

428

427

426

427

白鳥山

大峠
東栄町設楽町

愛知東農協
津具支店

津具

つぐ丸広場
古町高山

金龍寺枝垂桜

つぐグリーンプラザ

面ノ木
ビジターセンター

碁盤石山

折元IC
面ノ木
IC 郵

便
局

丸山

豊根村
茶臼
山高
原道
路

稲
武
町

道の駅
つぐ高原グリーンパーク

長野県 根羽村

白谷

豊
橋
市

谷熊神戸

三河湾三河湾

恩中

衣笠山
▲ 田原文化会館

道の駅
田原めっくんはうす

豊島

三河港
大橋

豊橋鉄
道渥美

線

大久保

大草

芦ヶ池

山之神

宇津江

江比間伊川津

太平洋太平洋

福江 古田

山田

和地

若見

中山

越戸
土田

石神
八王子

高松

大山
▲

田原市田原市

サンテパルクたはら

赤羽根文化広場

渥美郷土資料館

池尻

川尻

保美
亀山

小塩津堀切
伊良湖

菜の花まつり特産市会場

道の駅
伊良湖クリスタルポルト

渥美運動公園

蔵王山展望台
▲

加治

田原まつり会館
田原市役所

仁崎

馬草

10 2

9

8

4

7

6

1
3

5

42

259

平成２年に姉妹提携し交流を続けている田原市と設楽町では、今年度もスタ
ンプラリーを開催します。応募用紙に、指定のラリースポットに設置してある
スタンプを押して応募すると、抽選ですてきな賞品が当たります。

【開催期間】
平成19年4月18日水～平成20年2月29日金

【参加資格】
田原市または設楽町に在住・在勤・在学の方

【応募方法】
応募用紙に、下記のラリースポットにある設楽町の
スタンプを3つ、または設楽町のスタンプ2つと田原
市のスタンプ1つを押して、田原市役所または設楽町
役場津具総合支所へ平成20年2月29日金までに応
募してください。応募は１人１通に限ります。

※応募用紙は、田原市役所、赤羽根支所・渥美支所およ
び各ラリースポットにあります。

特賞
●国内旅行券（1泊2日ペア旅行券） 1本
その他
●グリーンメッセージ・ペア宿泊券（1万円分） 4本
●田原めっくんはうす商品券（3千円分） 10本
●サンテパルクたはらウィンナー教室利用券（2人分） 10本
●蔵王山展望台図書カード 20本
●菜の花キャンディ 10本
●つぐ高原グリーンパーク共通利用券（5千円分） 5本
●乾燥しいたけ箱詰め 5本
●設楽特産品 40本

【問い合わせ】 ▼企画課 523局3507／ ▼設楽町役場津具総合支所管理課 5（0536）83局2301

賞品（総数105本）

平成19年4月1日 　  　　　　　　　　│ 10 │

田原市 設楽町
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部
長
級

■
会
計
管
理
者　
　
　
　
　
　
　

野
末
節
朗

■
社
会
福
祉
協
議
会
（
派
遣
）

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長　
　

宮
川
敏
彦

課
長
級

■
福
祉
部

児
童
課
主
幹 

　
　
　
　

牧
野
美
志
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
澄
江

野
田
保
育
園
長 

　
　
　
　

大
羽
潤
子

■
環
境
部

清
掃
管
理
課
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
担
当
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
清
治

■
経
済
部

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　
　
　

山
本
英
俊

■
会
計
課

会
計
課
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
久
男

■
農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
　
　
　

鈴
木
正
三

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
郁
朋

課
長
補
佐
・
係
長
級

　
　
　
（
職
名
が
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
課
長
補
佐
級
）

■
総
務
部

行
政
改
革
推
進
室
行
革
係
長　
　

大
羽
浩
和

■
市
民
部

市
民
課
戸
籍
係
長　
　
　
　
　
　

平
井
美
智
子

　
　
　

市
民
係
長　
　
　
　
　
　

高
瀬
晴
美

■
福
祉
部

福
祉
課
福
祉
係
長 

　
　
　
　

小
久
保
智
宏

児
童
課
第
一
保
育
園
主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
み
ど
り

　
　
　

南
部
保
育
園
主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
法
子

　
　
　

東
部
保
育
園
長　
　
　
　

杉
田
裕
美

　
　
　

加
治
保
育
園
主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
良
子

　
　
　

中
部
保
育
園
主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
神
絹
子

　
　
　

神
戸
保
育
園
主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
秀
子

　
　
　

大
草
保
育
園
長　
　
　
　

鳥
居
眞
理
子

　
　
　

高
松
保
育
園
長　
　
　
　

寺
田
み
さ
子

　
　
　

赤
羽
根
保
育
園
長　
　
　

加
藤
民
代

　
　
　

赤
羽
根
保
育
園
主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田
和
子

　
　
　

泉
保
育
園
主
任
保
育
士　

河
合
睦
子

　
　
　

清
田
保
育
園
主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
神
美
由
紀

　
　
　

福
江
保
育
園
長　
　
　
　

鋤
柄
俊
代

　
　
　
　
　
　
　

主
任
保
育
士　

原
野
尚
美

　
　
　

伊
良
湖
岬
保
育
園
長　
　

木
戸
佐
知
子

　
　
　
　
　
　
　

主
任
保
育
士　

藤
井
信
子

■
環
境
部

清
掃
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係
長

（
兼
）
清
掃
事
務
所
担
当
専
門
員　

鈴
木
克
郎

■
田
原
福
祉
専
門
学
校

学
生
課
学
生
係
長　
　
　
　
　
　

大
場
直
子

■
経
済
部

農
政
課
専
門
員　
　
　
　
　
　
　

山
本
信
作

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門
員　
　

柴
田
高
宏

■
建
設
部

用
地
課
登
記
担
当
専
門
員　
　
　

花
井
岳
晴

■
都
市
整
備
部

公
園
緑
地
課
緑
化
係
長　
　
　
　

寺
田
昭
一

建
築
課
住
宅
係
長　
　
　
　
　
　

鵜
飼
直
行

■
渥
美
支
所

市
民
生
活
課
窓
口
係
長　
　
　
　

河
邉
洋
子

■
教
育
部

指
導
課
指
導
係
長　
　
　
　
　
　

山
本
克
仁

　
　
　

指
導
主
事　
　
　
　
　
　

寺
田
孝
士

■
消
防
本
部

消
防
署
警
防
第
２
係
長　
　
　
　

藤
城
義
德

　
　
　

警
防
第
３
係
長　
　
　
　

菰
田
浩
史

渥
美
分
署
警
防
第
２
係
長　
　
　

三
浦
修
司

　
　
　
　

警
防
第
３
係
長　
　
　

鈴
木
常
雄

一
般
職
員

■
総
務
部

総
務
課
行
政
係 

　
　
　
　

佐
々
木
豊

■
福
祉
部

福
祉
課
福
祉
係
（
新
規
採
用
）　

 

川
瀬
絢
子

健
康
課
保
健
予
防
係　
　
　
　
　

山
口
訓
世

児
童
課
第
一
保
育
園　
　
　
　
　

中
泉
久
江

　
　
　

野
田
保
育
園
（
新
規
採
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
沙
樹

　
　
　

加
治
保
育
園　
　
　
　
　

片
山
ア
ユ
ミ

　
　
　

北
部
保
育
園　
　
　
　
　

岩
永
眞
由
美

　
　
　

漆
田
保
育
園　
　
　
　
　

宮
下
千
惠
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
佳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻　

史
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
陽
子

　
　
　

山
北
保
育
園　
　
　
　
　

鈴
木
美
香

　
　
　

高
松
保
育
園　
　
　
　
　

河
邉
淳
子

　
　
　

若
戸
保
育
園　
　
　
　
　

中
松
佳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
枝
由
華

　
　
　

清
田
保
育
園　
　
　
　
　

北
山
智
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
清
満
貴
子

　
　
　

福
江
保
育
園　
　
　
　
　

加
藤
美
里

　
　
　

中
山
保
育
園　
　
　
　
　

大
谷
和
美

　
　
　

小
中
山
保
育
園　
　
　
　

小
野
宏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
谷
美
佐
子

　
　
　

伊
良
湖
岬
保
育
園　
　
　

下
田
榮
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
福
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦
圭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
英
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
妙
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
睦
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
奈
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
は
る
美

■
環
境
部

環
境
衛
生
課
環
境
係　
　
　
　
　

宮
地　

勲

清
掃
管
理
課
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
武
志

■
建
設
部

土
木
課
管
理
係　
　
　
　
　
　
　

石
原
伸
剛

　
　
　

建
設
係　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
邦
典

■
都
市
整
備
部

街
づ
く
り
推
進
課
計
画
係　
　
　

大
堀
篤
志

■
水
道
部

下
水
道
課
管
理
係
（
新
規
採
用
）
中
神　

賢

水
道
課
工
務
係　
　
　
　
　
　
　

永
井
盛
太
郎

■
教
育
部

管
理
課
学
事
係　
　
　
　
　
　
　

河
口
純
也

■
消
防
本
部

消
防
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　

忍

消
防
署
警
防
第
３
係
（
新
規
採
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
野
浩
輝

　
　
　

通
信
第
１
係　
　
　
　
　

河
合
宏
和

渥
美
分
署
警
防
第
３
係　
　
　
　

渡
會
敬
一

派
遣

環
境
省　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
正
勝

愛
知
県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朽
名
武
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
康
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
持
廣
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
道
子

退
職

収
入
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
邉
光
明

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長　
　

夏
目
甲
子
男

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
　
　
　

柴
田
陽
助

環
境
部
清
掃
管
理
課
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー

担
当
主
幹　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
志
津
夫

　
　
　

清
掃
事
務
所
担
当
主
幹　

神
谷
富
一

総
務
部
人
事
課　
　
　
　
　
　
　

野
田
健
康

市
民
部
保
険
年
金
課
福
祉
医
療
担
当
専
門
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
智
惠
子

福
祉
部
児
童
課
保
育
園
係　
　
　

平
松
圭
子

　
　

第
一
保
育
園
主
任
保
育
士　

榎
本
知
枝

　
　

南
部
保
育
園
主
任
保
育
士　

荒
木
眞
智
子

　
　

中
部
保
育
園　
　
　
　
　
　

河
合
麻
由

　
　

漆
田
保
育
園　
　
　
　
　
　

後
藤
英
代

　
　

高
松
保
育
園　
　
　
　
　
　

中
村
恵
美

　
　

赤
羽
根
保
育
園　
　
　
　
　

小
澤
奈
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
越
久
子

　
　

清
田
保
育
園
主
任
保
育
士　

杉
浦
邦
子

　
　

福
江
保
育
園
主
任
保
育
士　

荒
木
石
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
八
千
代

　
　

中
山
保
育
園　
　
　
　
　
　

山
本
幸
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

康
江

　
　

小
中
山
保
育
園　
　
　
　
　

仲
神
昭
子

建
設
部
維
持
管
理
課
維
持
係　
　

浅
田
博
義

渥
美
支
所
維
持
管
理
課
土
木
係　

橋
本
宏
雄

教
育
部
指
導
課
指
導
係
長　
　
　

三
竹
清
一

消
防
本
部
消
防
署
警
防
第
３
係
主
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
永
政
則

　
　
　
　
　
　
　

通
信
第
１
係　

荒
木
田
健

　
　
　

渥
美
分
署
警
防
第
３
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
久
保
利
光

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
で
、市
役
所
職
員
の
人
事
異
動
を

４
月
１
日
付
で
、市
役
所
職
員
の
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

行
い
ま
し
た
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

▼
人
事
課

▼
人
事
課
55
2323
局
７
４
０
４

局
７
４
０
４
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渥美農業高校が、カクメロの栽培方法などに関す
る特許権を、ＪＡ愛知みなみ・ＪＡ豊橋と共同で
取得しました。加藤俊樹先生（写真最右）を中心に、
６年前から栽培に取り組んできたカクメロ。試行
錯誤を繰り返す中、昨年６月、特許出願にまでこぎ
着けると、栽培方法と栽培用の型枠が特許として
認められ、１月26日（金）、晴れて登録証を手にする
ことになりました。同校は今後、農協などと協力し
て、カクメロのブランド化を目指していきます。

３月といえば卒業式。市内の学校などでも、多くの
学生や園児たちが巣立ちの日を迎えました。田原
福祉専門学校の卒業式では、58名が授与された卒
業証書を手に、思い出や感謝の気持ち、これからの
抱負などを発表しました。込み上げる思いを抑え
きれず、言葉を詰まらせてしまう学生たちの姿は、
会場に駆けつけた保護者の涙を誘っていました。
そして式が終わると、卒業生たちは、新生活に向け
ての期待に満ちた笑顔を見せてくれました。

「恋路ヶ浜と伊良湖岬灯台」が恋人の聖地に選定さ
れたことを記念して、恋人の聖地モニュメント除
幕式が田原市観光協会により行われました。式典
には観光協会関係者のほか、招待カップル２組が
参加。除幕の瞬間を盛り上げたほか、「願いのかな
う鍵

かぎ

」をかけたり、記念撮影に応じたりするなど、
式典に花を添えました。このモニュメントは、恋路
ヶ浜駐車場の東側に建っています。聖地を訪れた
際には、ぜひお立ち寄りください。

■学び舎を前に充実した学校生活を振り返る卒業生たち ■愛知みなみ・豊橋両ＪＡ組合長らとともに特許登録証を披露

2 3

多くの思いを胸に…　巣立ちの日木

土 モニュメント完成！　聖地の象徴に　

月 新たな特産品誕生に　また一歩前進

■除幕されたモニュメントと式を盛り上げた２組のカップル
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泉・清田・福江保育園が幼年消防クラブを結成し、
３園合同で結成式を行いました。幼年消防クラブ
は、子どもたちに小さいうちから防火意識を持た
せたり、地域に防火思想を普及したりすることな
どを目的に結成しているものです。結成の記念に
防火協会長らから“まとい”を贈られた園児たち
は、早速、防火啓発のための踊りや歌を披露しま
した。そして、元気いっぱいに「よいこのぼうか」
を誓い、防火に対する意識を高めました。

元Ｊリーガーの小倉隆史さんを迎え、サッカー教
室＆トークショーを開催しました。白谷海浜公園
で行った教室には、市内のサッカーチームに所属
する小学６年生と中学生計 30 名が参加。小倉さ
んは、パスやシュートなどの指導のほか、練習中
から声を出すことの大切さを教えていました。午
後からは、赤羽根文化会館でトークショーを開催。
サッカー少年らに、自ら経験したことなどを中心
としたメッセージやアドバイスを送りました。

１月６日（土）から約２か月半にわたって開催し
てきた渥美半島菜の花まつりを、３月25日（日）に
閉幕しました。今回まつりの新たなスポットとし
て注目を集めたのが、旧フラワーパーク跡地に整
備した広大な菜の花畑。一面に広がった“黄色いじ
ゅうたん”は、連日、多くの観光客や家族連れでに
ぎわいました。また、各種イベントやライトアップ
も相変わらずの盛況ぶりで、今年も“常春の渥美半
島”を存分にアピールしてくれました。

春の全国火災予防運動に合わせ、消防職員30名が
市民に火災予防を呼びかける防火マラソンを行い
ました。今回で10回目となるこのマラソン。恋路ヶ
浜から伊良湖市民館～西山公民館～福江保育園～
田原市消防署渥美分署までの11.9㎞のコースを、
「火の用心」のゼッケンを身に着けた消防職員が防
火を呼びかけながら走りました。隊列を組み勇ま
しく走る消防職員の姿を、沿道の市民らは頼もし
げに見つめていました。

■“まとい”を手にすれば、僕もりっぱな町火消し！

■トークショーで熱弁を振るう小倉さん

忘れないよ　僕もわたしも防火の心金

■今年も田原の菜の花は、多くの人を楽しませてくれました

日 目指せ！　未来のＪリーガー

■隊列を組んで走る消防職員たち

木「火の用心！」　身体を張ってＰＲ

日 大役を果たした　“田原市の花”
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彦
坂
貞
夫
さ
ん
（
赤
羽
根
町
）
の
永
年

に
わ
た
る
地
方
自
治
の
功
績
に
対
し
、
３

月
12
日
、
愛
知
県
庁
で
『
旭

き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う』

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
は
、筋
力
・
体
力
が
つ
く
だ
け
で
は

な
く
、日
々
の
生
活
に
も
活
力
が
生
ま
れ

て
き
ま
す
。日
ご
ろ
運
動
不
足
と
感
じ
て

い
る
方
、体
力
の
衰
え
を
感
じ
て
い
る
方
、

心
身
機
能
の
衰
え
を
防
ぎ
ま
せ
ん
か
？

▼
開
催
期
間
＝
５
月
16
日（
水
）〜
平
成
20

年
３
月
26
日（
水
）　

▼
開
催
日
時
・
対
象
・

定
員
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所
＝
あ
つ
み

ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
４
月
25
日（
水
）ま
で
に
福

祉
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出　

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
過
去
に
参
加
経

験
の
な
い
方
を
優
先

▼
福
祉
課（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

上
50
歳
未
満　

▼
採
用
期
間
＝
６
月
１
日

〜
７
月
31
日　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
勤
務
内
容
＝

農
業
者
年
金
現
況
届
の
受
付
や
パ
ソ
コ
ン

処
理
な
ど　

▼
選
考
＝
面
接
／
後
日
通
知

▼
申
し
込
み
＝
４
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

／
市
役
所
執
務
時
間
内
／
郵
送
の
場
合
は

当
日
必
着　

▼
賃
金
＝
時
給
７
９
０
円

▼
田
原
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
１
９　

22
局
３
８
１
７

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
対
象
＝
18
歳
以

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
お
お

む
ね
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方　

▼
業
務
日

時
＝
奇
数
月
の
10
日
か
ら
25
日（
任
意
）

▼
業
務
内
容
＝
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

（
渥
美
地
区
内
）　

▼
採
用
期
間
＝
５
月
10

日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日（
継
続
有
り
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
／
詳
細
は
後
日
通
知

▼
委
託
料
＝
市
の
基
準
に
基
づ
き
支
払
い

▼
申
し
込
み
＝
５
月
１
日（
火
）ま
で
に
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
／

土
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２　

22
局
３
１
８
４

　

田
植
え
か
ら
も
み
す
り
ま
で
、米
作
り

の
工
程
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
４
月
29
日（
日
）、６
月
10

日（
日
）、６
月
24
日（
日
）、７
月
15

日（
日
）、９
月
２
日（
日
）、９
月
９
日

（
日
）、９
月
29
日（
土
）の
全
７
回
／
午
前

８
時
30
分
〜
正
午（
稲
の
生
育
状
況
な
ど

に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

▼
場
所
＝
豊
橋
市

駒
形
町
ほ
か

▼
対
象
＝
小
学
生

と
保
護
者（
全
７

回
通
し
て
参
加
で

き
る
方
）　

▼
定

員
＝
20
組（
抽
選
）

▼
受
講
料
＝
無
料

（
保
険
料
と
し
て

一
人
１
５
０
円
ほ
ど
必
要
）　

▼
申
し
込

み
＝
４
月
16
日（
月
）ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て（
参
加
者
全
員
の
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
Ｉ
Ｔ
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

豊
橋
市
役
所

農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

nosei@
city.toyohashi.lg.jp

『
旭
日
単
光
章
』
受
章

「
に
こ
に
こ
運
動
教
室
」・「
は
つ
ら

つ
水
中
運
動
教
室
」参
加
者

田
原
市
臨
時
職
員

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

田
原
市
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

教室名 開催日時 対象
（定員）

にこにこ運動教室 毎週水曜日
10:30～ 12:00

65歳以上
（35名）

はつらつ水中運動
教室　①コース

毎週水曜日
13:30～ 14:20

70歳以上
（10名）

はつらつ水中運動
教室　②コース

毎週水曜日
14:30～ 15:20

65～ 69歳
（10名）

■にこにこ運動教室・はつらつ水中運動教室

農
業
体
験
講
座「
み
ん
な
で
お
米

を
作
っ
ち
ゃ
お
う
！
」受
講
者
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▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
主
に
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員

＝
各
40
組　

▼
申
し
込
み
＝
①
〜
⑤
は
４

月
23
日（
月
）、⑥
は
９
月
14
日（
金
）ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て（
住

所
・
氏
名
・
希
望
の
講
座
番
号
を
明
記
／
①

〜
⑤
は
後
日
参
加
決
定
の
可
否
を
通
知
／

⑥
は
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
、当
日
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い　

▼
そ

の
他
＝
②
と
⑥
は
託
児

あ
り（
申
し
込
み
時
に

お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
）

▼
生
涯
学
習
課（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１

田
原
町
巴
江
12

－

１
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

becky@
city.tahara.aichi.jp

▼
テ
ー
マ
＝
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
人
生
を
目
指
し
て　

▼
対
象

＝
な
る
べ
く
連
続
で
受
講
で
き
る
方（
60

歳
以
上
の
方
優
先
）　

▼
開
催
日
・
場
所
＝

表
の
と
お
り　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝

70
名
程
度　

▼
申
し
込
み
＝
随
時
、電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を

明
記
）

▼
生
涯
学
習
課（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１

田
原
市
田
原
町
巴
江
12

－

１
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

音
訳
と
は
、視
覚
障
害
者
や
体
の
不
自

由
な
方
の
た
め
に
、文
字
を
音
声
に
訳
す

こ
と
で
す
。講
座
で
は
聴
く
人
の
立
場
に

立
っ
て
、情
報
を
聞
き
や
す
く
、正
し
く
伝

え
る
た
め
の
技
術
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
原
則
全
回
出
席
で
き
、受
講
後

に
図
書
館
で
活
動
で
き
る
60
歳
以
下
の
方

▼
開
催
日
＝
５
月
〜
平
成
20
年
２
月
の
第

１
・
３
・
５
木
曜
日（
第
１
回
は
５
月
17
日
）

／
全
20
回　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

２
０
１
会
議
室　

▼
受
講
料
＝
無
料（
テ

キ
ス
ト
代
１
９
０
０
円
）　

▼
定
員
＝
20

名　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
22
日（
日
）ま
で

に
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　
「
あ
つ
ま
れ
元
気
な
子
ど
も
た
ち
！
」と

題
し
、日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
５
日（
祝
）午
前
10
時
〜

午
後
４
時　

▼
場
所
＝
江
比
間
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー（
青
年
の
家
）キ
ャ
ン
プ
場

▼
対
象
＝
小
学
４
〜
６
年
生　

▼
定
員
＝

20
名（
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
一
人
３
０
０

円（
食
材
料
費
、保
険
料
）　

▼
持
ち
物
＝

米
１
合
、軍
手　

▼
服
装
＝
汚
れ
て
も
い

い
服
装　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
26
日（
木
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
に

て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
の
場
合
は
、住
所
・
氏

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
37
局
１
０
２
５　

37
局
１
２
８
７

高
齢
者
連
続
講
座

「
し
お
さ
い
大
学
」受
講
者

平
成
19
年
度
前
期

「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」受
講
者

内容 開催日時 会場 講師

① 楽しい音遊び ５月６日（日）
10:00～ 1130

渥美文化会館
多目的ホール

近並さつきさん
西澤留美さん

② 乳幼児の救急救命講習会 ６月17日（日）
10:00～ 11:30

田原福祉センター
大会議室 市消防署 救急救命士

③ プールで遊ぼう パート１ ７月10日（火）
10:00～ 11:30 野田保育園 保育士、子育てサポーター

④ プールで遊ぼう パート２ ７月18日（水）
10:00～ 11:30 小中山保育園 保育士、子育てサポーター

⑤ 人形劇鑑賞会 ８月30日（木）
10:30～ 11:30

田原文化会館
多目的ホール 人形劇団「おんぶにだっこ」

⑥ 子育て講演会「絵本と子育て」 ９月28日（金）
10:00～ 11:30

田原福祉センター
会議室 まどか文庫主宰 渡辺則子さん

■子育てセミナー（平成19年度前期）

平
成
19
年
度
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座（
初
級
）受
講
者

場所

田原文化会館
201・202会議室

江比間野外活動セン
ター（青年の家）

渥美文化会館
多目的ホール

田原文化会館
201・202会議室

田原文化会館
多目的ホール

田原総合体育館
第１武道場

江比間野外活動セン
ター（青年の家）

江比間野外活動セン
ター（青年の家）

吉胡貝塚資料館

渥美文化会館
料理研修室

江比間野外活動セン
ター（青年の家）

開催日

５月11日（金）

６月７日（木）

７月６日（金）

８月７日（火）

９月28日（金）

10月31日（水）

11月

12月

１月

２月

３月

講座名

開校式
講話「地震の話」

ストレッチ体操

七夕演奏会＆唱歌

認知度テスト

津軽三味線体験

やさしいヨガ体験

お正月飾り作り

クリスマス演奏会
＆リース作り

吉胡貝塚資料館
見学とレクチャー

金山寺みそ作り

閉校式
茶話会

■しおさい大学

※11月～３月までの開催日は、「広報たはら10月号」
でおしらせします

江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

「
こ
い
の
ぼ
り
キ
ャ
ン
プ
」参
加
者
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乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
で
、次
に
該
当
す
る
方
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

手
続
き
を
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
各

支
所
市
民
生
活
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
乳
幼
児
医
療
終
了
に
よ
り
返
還

　

対
象
児
童
が
平
成
19
年
度
に
小
学
校
に

入
学
す
る
方
は
、受
給
者
証
の
有
効
期
間

が
終
了
と
な
り
ま
す
。受
給
者
証
を
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。

2
乳
幼
児
医
療
終
了
に
よ
り
変
更

　
「
乳
幼
児
医
療
」の
有
効
期
間
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、次
に
該
当
す
る
方
は
、手

続
き
に
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
窓
口
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
障
害
者
医
療
に
変
更
】

▼
対
象
＝
児
童
が
身
体
障
害
者
手
帳（
１

級
〜
３
級
）、療
育
手
帳（
Ａ
・
Ｂ
判
定
）を

お
持
ち
の
方
、ま
た
は
医
師
に
よ
り「
自
閉

症
状
群
」と
診
断
さ
れ
た
方

〜
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

・
該
当
す
る
手
帳

・
手
帳
は
持
っ
て
い
な
い
が「
自
閉
症
状

群
」と
診
断
さ
れ
た
方
は
、そ
の
診
断
書

・
印
鑑（
認
印
で
結
構
で
す
）

・
保
険
証

・
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
乳
幼
児
医
療
費

受
給
者
証

【
母
子
家
庭
等
医
療
に
変
更
】

▼
対
象
＝
離
別
・
死
別
な
ど
に
よ
り
、母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
と
な
っ
て
い
る
方

〜
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

・
印
鑑（
認
印
で
結
構
で
す
）

　

こ
れ
ま
で
、70
歳
未
満
の
方
が
入
院
し

た
場
合
の
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

は
、か
か
っ
た
額
の
３
割
を
支
払
い
、自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
額
に
つ
い
て
は
、

後
日
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
。平
成
19
年
４
月
診
療
分
か

ら
は
、『
国
民
健
康
保
険
証
』と『
限
度
額
適

用
認
定
証
』の
提
示
に
よ
り
、自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
高
額
療
養
費
の

申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す
。）こ
の『
限
度

額
適
用
認
定
証
』は
、保
険
年
金
課
、ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課
で
交
付
し
ま
す
の

　

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
豊
橋
・
田
原
市
）で
は
、正
社
員
、パ
ー

ト
を
問
わ
ず
、パ
ソ
コ
ン
で
仕
事
を
探
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、専
門
職
員
に
よ

る
職
業
相
談
・
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
＝
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所
＝
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
２
階　

▼
田
原
市
地
域
職
業
相
談
室

☎
24
局
０
０
４
５　

23
局
２
７
６
６

　

母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
で
、対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ
た

年
度
末
に
到
達
し
た
方
は
、受
給
者
証
の

有
効
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す
。受
給
者

証
を
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

こ
れ
ま
で
市
役
所
市
民
課
の
み
で
扱
っ

て
き
た
外
国
人
登
録
事
務
の
う
ち
、渥
美

地
区
に
居
住
す
る
外
国
人
の
各
種
申
請
窓

口
を
、４
月
か
ら
渥
美
支
所
市
民
生
活
課

に
変
更
し
ま
す
。田
原
お
よ
び
赤
羽
根
地

区
に
居
住
す
る
外
国
人
の
各
種
申
請
は
、

引
き
続
き
市
役
所
市
民
課
で
扱
い
ま
す
。

▼
市
民
課
☎
23
局
３
５
１
１

　

23
局
０
１
８
０

▼
市
民
生
活
課（
渥
美
支
所
）

☎
33
局
１
１
１
２

　

省
エ
ネ
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、料

理
教
室
な
ど
、暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
の
活
動
、勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、興
味

の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
請
時
、国
民
健
康
保
険
税
に
滞

納
が
あ
る
方
は
、『
限
度
額
適
用
認
定
証
』

の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、期
日

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
田
原
市
の
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
は
、

勤
務
先
ま
た
は
各
保
険
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

・
保
険
証

・
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
乳
幼
児
医
療
費

受
給
者
証

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

　

23
局
０
１
８
０

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の

返
還
・
変
更
手
続
き

70
歳
未
満
の
方
の
医
療
費
の

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

渥
美
地
区
に
居
住
す
る
外
国
人

の
各
種
申
請
窓
口
を
変
更

あ
な
た
も
働
き
ま
せ
ん
か
？

母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

の
返
還

田
原
市
生
活
学
校
会
員
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施
設
入
所
中
以
外
の
要
介
護
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る

家
族
の
方
な
ど
を

対
象
に
、介
護
に
必

要
な
消
耗
品
を
購

入
で
き
る
補
助
券

を
交
付
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、要
介

護
３
〜
５
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方
な
ど　

▼
交
付
日
時
＝
土
日
、祝
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
交
付
場
所
＝
①
田
原
地
区
の
方
…
田
原

福
祉
セ
ン
タ
ー（
福
祉
課
）　

②
赤
羽
根
地

区
の
方
…
赤
羽
根
支
所（
市
民
生
活
課
）　

③
渥
美
地
区
の
方
…
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン

ド（
福
祉
課
）

〜
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

・
有
効
期
限
内
の
介
護
保
険
証

・
印
鑑（
認
印
で
結
構
で
す
）

▼
福
祉
課（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

平
成
19
年
度
介
護
保
険
料
特
別
徴
収

開
始
通
知
書（
仮
算
定
）を
４
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。４
月
・
６
月
・
８
月
に
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
介
護
保
険
料
の
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。（
今
回
通
知
す
る
介
護
保
険
料
の
金
額

は
仮
算
定
の
も
の
で
す
。本
算
定
の
年
間

保
険
料
額
は
、市
民
税
の
確
定
後
に
決
定

し
、９
月
ご
ろ〈
予
定
〉に
再
度
通
知
し
ま

す
。）

　

ま
た
、「
普
通
徴
収
」の
方
に
は
納
付
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

　

５
月
は
、新
し
い
環
境
に
慣
れ
た
新
入

学（
園
）児
の
行
動
範
囲
拡
大
や
、高
齢
者

の
外
出
機
会
増
加
な
ど
に
よ
り
、交
通
事

故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
す
。ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、子
ど
も
や
高
齢
者

を
見
か
け
た
ら
、思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
重
点
目
標
】

・
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う

・
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

・
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

・
後
部
座
席
を
含
め
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ

う▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

浄
化
槽
雨
水
貯
留
施
設
転
用
補
助
金

▼
内
容
＝
不
用
に
な
っ
た
浄
化
槽
に
雨
水

を
た
め
て
、庭
の
ま
き
水
な
ど
に
利
用
す

る
施
設
の
改
造
工
事
費
用
の
２
分
の
１
を

補
助（
10
万
円
ま
で
）

雨
水
貯
留
施
設
新
設
補
助
金

▼
内
容
＝
雨
水
貯
留
槽
の
購
入
費
の
２
分

の
１
を
補
助（
10
万
円
ま
で
）

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

該
当
す
る
方
に
は
、引
換
券
を
郵
送
し

ま
す
。交
付
を
希
望
す
る
方
は
引
換
券
に

署
名
の
う
え
、４
月
９
日（
月
）以
降
に
引

換
券
に
記
載
さ
れ
た
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
該
当
者
＝
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
方
／
①
昭
和
13
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方　

②
１
・
２
級
の
下
肢
・

体
幹
・
視
覚
障
害
者
お
よ
び
１
級
の
内
部

障
害
者　

③
Ａ
判
定
の
知
的
障
害
者　

④

１
・
２
級
の
精
神
障
害
者　

▼
そ
の
他
＝

詳
し
く
は
引
換
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

排
水
設
備
を
工
事
し
た
り
雨
水
貯
留
槽

な
ど
を
設
置
し
た
り
す
る
方
に
対
し
、補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事
費
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

▼
内
容
＝
融
資
を
受
け
る
場
合
の
金
融
機

関
へ
の
利
息
を
市
が
負
担（
無
利
子
融
資
）

　

皆
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
樹

木
の
中
か
ら
、「
た
は
ら
の
巨
木
・
名
木

１
０
０
選
」と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。身
近

な
自
然
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
仕
様
＝
Ａ
５
版
カ
ラ
ー
64
ペ
ー
ジ

▼
販
売
価
格
＝
５
０
０
円　

▼
販
売
場
所

＝
市
役
所
公
園
緑

地
課
・
商
工
観
光

課
、赤
羽
根
・
渥
美

支
所
、中
央
図
書

館　

▼
そ
の
他
＝

郵
送
不
可

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

５
月
11
日（
金
）〜
20
日（
日
）

介
護
保
険
料
に
関
す
る

通
知
書
の
送
付

た
は
ら
の
自
然
め
ぐ
り
Ⅱ
発
刊

『
た
は
ら
の
巨
木
・
名
木
１
０
０
選
』

家
族
介
護
用
品
購
入
補
助
券
を

交
付
し
ま
す

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
券
を

交
付
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
・
雨
水
貯
留
槽

設
置
な
ど
に
関
す
る
補
助
制
度
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６
月
１
日（
金
）か
ら
、ペ
ッ
ト
火
葬
場

使
用
料
を
変
更
し
ま
す
。火
葬
方
法
・
重

量
な
ど
に
新
た
な
区
分
が
設
置
さ
れ
る
ほ

か
、市
民
以
外
の
方
の
使
用
料
も
変
わ
り

ま
す
。詳
細
は
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

犬
の
集
合
注
射
を
次
の
日
程
で
行
な
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
都
合
の
良
い
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
登
録
が
済

ん
で
い
る
方
は
、４
月
は
じ
め
に
通
知（
は

が
き
）
が
届
き

ま
す
の
で
、
愛

犬
手
帳
と
と
も

に
注
射
会
場
へ

忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
た
方
（
生

後
91
日
以
上
に
限
る
）
は
、
注
射
会
場
で

登
録
と
注
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
犬
の
登
録
」
と
「
年
に
一
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
」
は
、
法
律
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
都
合
の

悪
い
方
は
、
６
月
30
日
（
土
）
ま
で
に
、

必
ず
動
物
病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
料
金
＝
新
規
登
録
と
注
射
６
３
０
０
円

／
注
射
の
み
３
３
０
０
円

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

県
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、対
象
と
な

る
畜
産
事
業
者
は
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届

け
出
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。４

月
27
日（
金
）ま
で
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。な
お
、対
象
事
業
所
に
は
通
知
と
届

出
書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、ま
だ
届
い
て

い
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
所
／
①
豚
房
の
総
面
積
が
50
㎡
以
上

②
牛
房
等
の
総
面
積
が
２
０
０
㎡
以
上

③
鶏
を
３
０
０
０
羽
以
上
飼
育　

④
う
ず

ら
を
２
万
羽
以
上
飼
育

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

市
で
は
、臨
海
工
業
団
地
な
ど
に
あ
る

企
業
と
、地
域
の
公
害
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
公
害
防
止
協
定
」

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
22
日（
木
）、緑
が
浜
ニ
号
地
内（
臨

海
工
業
団
地
）に
電
気
炉
製
鋼
工
場
を
建

設
す
る
東
京
製
鐵
㈱
と
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

ペ
ッ
ト
火
葬
場
使
用
料
を
改
定

平
成
19
年
度

狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

開催日 時　間 場　所

４月９日［月］
13:00～ 14:00 衣笠市民館
14:30～ 16:00 野田市民館

４月10日［火］
13:00～ 13:30 六連市民館
14:00～ 14:30 神戸市民館
15:00～ 16:00 田原文化会館はなのき広場

４月11日［水］
13:00～ 14:00 田原東部市民館
14:30～ 16:00 童浦市民館

４月12日［木］
13:00～ 13:30 田原南部市民館
14:00～ 14:50 高松市民館
15:20～ 16:00 大草市民館

４月13日［金］
13:00～ 14:10 若戸市民館
14:40～ 16:00 赤羽根市民館

４月16日［月］
13:00～ 13:40 村松農業担い手センター
14:10～ 16:00 泉市民館

４月17日［火］
13:00～ 13:40 高木公民館
14:10～ 16:00 福江市民館

４月18日［水］
13:00～ 13:50 西山公民館
14:20～ 16:00 小中山総合事務所

４月19日［木］
13:00～ 13:50 伊良湖市民館
14:20～ 16:00 中山市民館

４月20日［金］
13:00～ 13:50 和地市民館
14:20～ 16:00 堀切市民館

■犬の登録と予防注射日程表

※都合の良い会場で受けてください

畜
産
事
業
を
営
む
方
は
「
悪
臭

関
係
工
場
等
の
届
け
出
」
を

公
害
防
止
協
定
を
締
結

区分 市民
市民
以外

区分
市民 市民以外

個別火葬
（５㎏以上）

集合火葬
個別火葬
（５㎏以上）

集合火葬

犬 2000 4000 犬 4000 2000 16000 8000

猫 1000 2000 猫 2000 1000 8000 4000

その
他

2000 4000

その他
（５㎏以上）

4000 2000 16000 8000

その他
（5㎏未満）

― 1000 ― 4000

■ペット火葬場使用料（現行と改定後の比較） 単位：円

▲現行 ▲改定後
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６
月
１
日
か
ら



制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
の
制
度
を
受
け
る

た
め
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。対
象
と

な
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
／
①
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場

合　

②
障
害
者
と
生
計
を
同
じ
に
し
て
い

る
方
が
運
転
す
る
場
合　

③
障
害
者
の
み

の
世
帯
の
た
め
、常
時
介
護
者
が
運
転
す

る
場
合（
常
時
介
護
者
で
あ
る
証
明
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）　

▼
申
請
期
限

＝
５
月
24
日（
木
）　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

第
１
期
分
の
納
税
通
知
書
を
４
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。第
１
期
分
は
、前
年
の
所

得
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、暫

定
の
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。暫
定

の
額
は
、前
年
度（
平
成
18
年
度
）の
医
療

保
険
分
と
介
護
保
険
分
の
そ
れ
ぞ
れ
５
分

の
１
を
合
わ
せ
た
額
と
な
り
ま
す
。４
月

２
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

た
方
に
は
、第
２
期（
８
月
）に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、国
民
健
康
保
険
税
の
減
額（
７

割
、５
割
、２
割
）、減
免（
２
割
、１
割
）対

象
世
帯
の
う
ち
、２
割
減
額
と
減
免
は
申

　

固
定
資
産
税
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
土

地
と
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て
、５
月
中
旬

に
発
送
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

と
あ
わ
せ
て
、お
持
ち
の
土
地
と
家
屋
の

課
税
明
細
書
を
郵
送
し
ま
す
。内
容
を
確

認
の
う
え
、不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
が

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、障
害

の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る

　

次
の
方
々
か
ら
、ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
２
月
22
日
、平
成
19
年
福
江
小
学
校
区

厄
歳
一
同（
代
表　

吉
田
洋
平
さ
ん
）か

ら
福
江
小
学
校
の
教
育
活
動
充
実
の
た

め
、一
輪
車
18
合
。

▼
２
月
23
日
、平
成
19
年
赤
羽
根
小
学
校

区
厄
歳
一
同
か
ら
赤
羽
根
小
学
校
の
備
品

充
実
の
た
め
、運
動
会
用
万
国
旗
一
式
。

▼
３
月
５
日
、天
野
克
子
さ
ん（
名
古
屋

市
）か
ら
福
江
小
学
校
の
教
育
活
動
に
役

立
て
る
た
め
、ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
各
一
式
。

▼
３
月
８
日
、中
部
電
力
㈱
か
ら
緑
化
推

進
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
１
０
０
本
。

た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不

服
の
あ
る
方
は
、通
知
書
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
60
日
以
内
に
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

請
が
必
要
で
す
。対
象
世
帯
に
は
減
額
・
減

免
申
請
書
を
７
月
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
の

で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、年
税
額
は
８
月
に
決
定（
本
算

定
）し
ま
す
。第
２
〜
５
期
の
税
額
は
、年
税

額
か
ら
第
１
期
分
の
税
額
を
差
し
引
き
、

残
額
を
第
２
〜
５
期
に
割
り
振
り
ま
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

国
民
健
康
保
険
税

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■
毎週土・日曜日
１日５回放送
（次回は６月を予定）

放送日 内　　容

～4/4 チューリップフェア
シデコブシ自生地

4/5～ 18 国道259号大久保バイパス開通
滝頭桜まつり

4/19～ 5/2 第４回「市民緑花まつり」
たけのこ狩り体験

加入補助をしています

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の
送
付

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
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◉
〜
５
月
13
日
日

田
原
市
博
物
館　

春
の
企
画
展

「
中
原
悌
二
郎
と
岡
田
虎
二
郎
」

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）月
曜
日
休
館

　

※
た
だ
し
、４
月
30
日（
月
）は
祝
日
の
た
め

開
館
し
、５
月
１
日（
火
）は
休
館
し
ま
す
。

内
容
▼
中
原
悌
二
郎
の
未
公
開
作
品
な

ど
の
展
示
、岡
田
虎
二
郎
の
静
坐
法
の

紹
介
ほ
か

観
覧
料
▼
一
般
７
０
０
円（
５
６
０
円
）、

小
・
中
学
生
無
料

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
４
月
15
日
日

第
４
回
市
民
緑
花
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
は
な
の
き
広
場
・
田
原
文
化
会
館
ほ
か

内
容
▼
植
木
市
、用
土
・
花
苗
な
ど
の
販

売
、苗
木
の
無
料
配
布
、モ
リ
ゾ
ー
・

キ
ッ
コ
ロ
ク
イ
ズ
大
会
、フ
ラ
ワ
ー
教

室
、フ
ラ
ワ
ー
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

◉
４
月
28
日
土
・
29
日

田
原
市
文
化
協
会「
春
の
文
協
ま
つ
り
」

●
市
民
茶
会（
１
席
３
０
０
円
）

開
催
日
・
場
所
▼

　

❶
28
日（
土
）・
29
日（
祝
）／
渥
美
文
化

会
館
ロ
ビ
ー

　

❷
29
日（
祝
）／
池
ノ
原
会
館

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
各
種
展
覧

開
催
日
▼
28
日（
土
）・
29
日（
祝
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
・
渥
美
郷
土
資
料
館

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
芸
能
大
会

開
催
日
▼
28
日（
土
）・
29
日（
祝
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
田
原
市
文
化
協
会
事
務
局

（
田
原
文
化
会
館
内
）☎
22
局
６
０
６
３

（
渥
美
文
化
会
館
内
）☎
33
局
１
９
６
１

◉
４
月
29
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
農
業
祭

時
間
▼
午
前
10
時
〜

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
地
元
産
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
や

植
木
・
園
芸
品
の
直
売
な
ど
、お
買
い

得
品
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
５
月
５
日

田
原
市
博
物
館　

こ
ど
も
の
日
企
画

「
鎧よ

ろ
い

を
着
て
み
よ
う
」

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
現
代
の
鎧
氏
が
作
成
し
た
鎧
を

着
て
、武
士
の
雰
囲
気
を
体
験
し
よ
う

定
員
▼
先
着
30
名

参
加
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

５月５日はこどもの日。この日は「端
たん

午
ご

の節
句」として、主に男の子の健やかな成長を祝
い、鯉

こい

のぼりや武者人形などを飾ります。今
回の展示では、端午の節句に関連するさま
ざまな資料を紹介します。

会 場◎渥美郷土資料館
開館時間◎午前９時～午後５時
　 　（入館は午後４時30分まで）

休 館 日◎月曜日 
　 　 （ただし4/30（祝）は開館、5/1日（火）は休館）
展示解説◎５月５日（祝）午後１時30分～
※田原市博物館・渥美郷土資料館では、端午の節句に関する資料を探
しています。昭和50年代までの鯉のぼりや絵のぼり、五月人形（節
句飾り）や初凧などをお持ちの方は、ご連絡ください。

観覧無料

▼渥美郷土資料館☎33局1127　 34局1010

月
の
イ
ベ
ン
ト

5

月
の
イ
ベ
ン
ト

4

祝

祝 祝

渥美郷土資料館企画展

端午の節句端午の節句－鯉のぼりと初凧－－鯉のぼりと初凧－
４月28日（土）～５月27日（日）４月28日（土）～５月27日（日） ▲紙でできた鯉のぼり
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田原・赤羽根・渥美田原・赤羽根・渥美

EVENT文化会館・文化ホール

田原文化会館
赤羽根文化会館
渥美文化会館

522局6061　　22局6455
545局3939　　45局3901
533局1000　　34局1010

チケット販売・お問い合わせ

上妻宏光 
「生一丁！」 Tour2007
津軽三味線の古典楽曲のほか、
桑山哲也氏を迎え、アコーディオン
とのコラボレーションを展開します。

日 時　６月23日（土）
　　　　　午後７時開演
　 　 　 　　（30分前開場）
場 所　田原文化会館
　　　　　文化ホール
入 場 料　４,０00円
　　　　　（当日500円増）※未就学児入場不可
チケット　５月13日（日）午前９時から前売開始
　　　　　※一人５枚まで
販売場所　田原文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
全席指定のイベントのチケットは、開催会場のみの

販売となります。

託児サービス（先着10名まで）
各イベントの10日前までに、生涯学習課まで
お申し込みください。（おやつ代実費）

◉
５
月
13
日
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

農
業
体
験「
田
植
え
」

時
間
▼
午
前
９
時
〜

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

定
員
▼
先
着
20
組

参
加
料
▼
２
０
０
０
円

（
秋
の「
稲
刈
り
」の

参
加
料
込
み
／
も
ち

米
２
㎏
付
き
）

申
込
方
法
▼
電
話
に
て

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
５
月
25
日
金
〜
27
日
日

田
原
市
文
化
協
会「
春
の
文
協
ま
つ
り
」

●
各
種
展
覧

開
催
日
▼
25
日（
金
）〜
27
日（
日
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
芸
能
大
会

開
催
日
▼
27
日（
日
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

時
間
▼
午
前
11
時
〜

●
さ
つ
き
展

開
催
日
▼
25
日（
金
）〜
27
日（
日
）

場
所
▼
田
原
市
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
田
原
市
文
化
協
会
事
務
局

（
田
原
文
化
会
館
内
）☎
22
局
６
０
６
３

９月９日日開催
申し込みは５月18日
（金）までです。
詳しくはお問い合わせください。

▼ トライアスロン伊良湖大会実行委員
会事務局（商工観光課渥美分室）
☎33局1616　 32局2506

田原市観光写真コンクール作品募集！
平成18年冬から平成19年冬までに撮影した未発表の作品で、
市の行事や祭り、景観、街並み、人と人とのふれあいなど、四季を感じさ
せるものを題材とした写真を募集します。

テーマ＝渥美半島の四季／作品＝四つ切り単写真（ワイド版、日付入り、縁付き不
可）、デジタルカメラの部はＡ４プリントでも可／応募方法＝12月28日（金）まで
に商工観光課にある応募票を作品の裏面に添付のうえ提出（市役所執務時間内、
郵送の場合は当日消印有効）／賞＝田原市観光協会長賞、田原市長賞ほか（入賞者
には賞状と副賞あり）／その他＝詳しくはお問い合わせください。

▼田原市観光協会（〒441－3492 住所不要 商工観光課内）☎23局3516　 22局3817

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

４月12日木・５月10日木

時 間 ▼午後１時 30 分
　　　　　　～３時 30 分
場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課（田原福祉センター内）
☎23局3513　　23局3545

６/23
全席指定

2007 
トライアスロン伊良湖大会

参加
者募
集！
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訪問日

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

 4/19［木］・ 5/17［木］

 4/10［火］・ 4/24[火]・ 5/ 8[火]

 4/10［火］・ 4/24[火]・ 5/ 8[火]

 4/20［金］・ 5/18［金］

 4/18［水］・ 5/ 2［水］・ 5/16[水]

 4/17［火］・ 5/15[火]

 4/20［金］・ 5/18［金］

 4/18［水］・ 5/ 2［水］・ 5/16[水]

 4/12［木］・ 4/26［木］・ 5/10［木］

 4/12［木］・ 4/26［木］・ 5/10[木]

 4/11［水］・ 4/25［水］・ 5/ 9[水]

 4/11［水］・ 4/25［水］・ 5/ 9[水]

 4/11［水］・ 4/25[水]・ 5/ 9［水］

 4/11［水］・ 4/25[水]・ 5/ 9［水］

 4/19［木］・ 5/17［木］

 4/19［木］・ 5/17［木］

 4/10［火］・ 4/24［火］・ 5/ 8[火]

 4/10［火］・ 4/24［火］・ 5/ 8[火]

 4/18［水］・ 5/16［水］

 4/18［水］・ 5/16［水］

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程●４・５月

図書館休館日

４月

５月

ステーション 訪問時間

中央図書館
523局4946（よくよむ） ／　 tosho@city.tahara.aichi.jp

１日［火］・７日［月］・11日［金］・14日［月］・21日［月］・
28日［月］

２日［月］・９日［月］・13日［金］・16日［月］・23日［月］

※4月から訪問時間が変わるステーションがありますのでご注意ください。

春
真
っ
盛
り
の
４
月
15
日
（
日
）、

は
な
の
き
広
場
に
お
い
て
『
第

４
回
市
民
緑
花
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
日
、中
央
図
書
館
で
も
「
み

ど
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
の
展
示
を

行
い
ま
す
。
図
書
館
に
は
「
み
ど
り
」

に
関
す
る
本
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
「
み
ど
り
」
を

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
展
示
を
行
う
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
図
書
館
で
は
、
時
節
に
沿
っ

た
本
や
、
い
つ
も
は
書
棚
の
奥
に
あ
り

皆
さ
ん
の
目
に
留
ま
り
に
く
い
本
を
展

示
な
ど
で
紹
介
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

新
た
な
本
に
出
会
う
き
っ
か
け
作
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

一般展示コーナー◎4月
「地球にやさしい暮らし方」 （4月14日［土］～5月10日［木］）
環境問題に対して「私たちができること」って何でしょう？
身近なことから考えてみませんか。

こどもしつ展示コーナー◎4月こどもしつ展示コーナー◎4月
特集特集「25年以上愛されつづけている本」 「25年以上愛されつづけている本」 （（4月14日［土］4月14日［土］～5月10日［木］）
たくさんの人に読み継がれてきた本を紹介します。たくさんの人に読み継がれてきた本を紹介します。

えほんだいすき！（図書館ボランティア） ★
日時／4月15日（日）　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／5月  6日（日）　14:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／4月11日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／4月17日（火）　10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／4月15日（日）　13:30～
　　　5月  5日（祝）　10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア） 
日時／毎週土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

み
ど
り
の
ま
ち

「
た
は
ら
」

「
こ
ど
も
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

【
期
間
】

　

４
月
21
日（
土
）〜
５
月
６
日（
日
）

【
場
所
・
内
容
】

■
中
央
図
書
館
こ
ど
も
し
つ

連
続
お
は
な
し
会
、ク
イ
ズ
、

セ
ル
フ
工
作
、ビ
デ
オ
上
映
会
な
ど

■
渥
美
図
書
館

お
は
な
し
会
ラ
リ
ー
、ク
イ
ズ
な
ど

※
詳
細
は
配
布
す
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
、館
内

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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春
は
心
身
の
不
調
に
注
意

　

春
は
就
職
や
転
勤
、
進
学
、
進
級

な
ど
、
環
境
が
変
わ
る
時
期
で
す
。

新
し
い
場
所
や
人
間
関
係
に
慣
れ
る

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
は
特
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◉
〝
心
の
不
調
〞
の
一
つ
「
う
つ
病
」

　

嫌
な
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ

て
気
分
が
落
ち
込
み
、
何
も
す
る
気

が
起
き
な
い
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り

ま
す
が
、
普
通
は
い
つ
の
間
に
か
元

気
を
取
り
戻
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
状
態
が
い
つ
ま
で
も
続
き
、

回
復
し
な
い
場
合
は
「
う
つ
病
」
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
う
つ

病
は
誰
も
が
か
か

る
可
能
性
の
あ
る

病
気
な
の
で
す
。

◉
周
囲
が
早
く
変
化
に
気
づ
く
こ
と

　

家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
で
、

「
最
近
元
気
が
な
い
な
…
」
と
い
う
人

は
い
ま
せ
ん
か
。〝
心
の
不
調
〞
を
抱

え
て
い
る
と
、
仕
事
や
生
活
上
で
こ

れ
ま
で
と
は
違
っ
た
変
化
が
表
れ
ま

す
。
本
人
は
不
調
に
気
づ
い
て
い
な

い
こ
と
が
多
く
、
自
覚
症
状
が
あ
っ

て
も
「
迷
惑
を
か
け
ら
れ
な
い
」「
心

配
を
か
け
た
く
な
い
」
と
無
理
を
重

ね
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。『
最
近

眠
れ
て
る
？
』
ま
ず
は
そ
ん
な
ひ
と

言
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
〝
心
の
不
調
〞
が
あ
る
人
に
対
し
て

は
、
励
ま
し
た
り
批
判
し
た
り
せ
ず
、

気
持
ち
を
理
解
し
、
受
け
と
め
る
態

度
が
大
切
で
す
。
と
き
に
は
病
院
に

付
き
添
い
、
早
め
に
手
当
て
を
す
る

こ
と
が
、
元
気
を
取
り
戻
す
近
道
に

も
な
り
ま
す
。

母子健康手帳交付

健康相談

育児相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

５月24日（木）　午前10時～11時30分

５月11日（金）　午前９時30分～10時30分

５月14日（月）　午前９時～10時30分

田原福祉センター 妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

あつみライフランド

田原福祉センター 身体計測、育児・栄養相談

身体計測、育児・栄養相談、健康に関する相談

成人
健康に関する相談、健診結果に関する相談

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション

月日 電話番号当直医

●休日当直医

４月22日（日）

４月30日（祝）

４月29日（日）

５月３日（祝）

月日 電話番号当直医

５月４日（祝）

５月６日（日）

５月５日（祝）

５月13日（日）

5 2 2局 1 2 3 0
5 3 5局 1 5 1 1
5 4 5局 2 1 2 3
5 2 3局 3 9 4 6
5 3 2局 3 7 4 9
5 2 3局 1 6 2 6
5 2 3局 2 3 0 2
5 4 5局 2 2 0 3
5 2 2局 1 1 0 4
5 2 2局 0 7 5 6
5 2 4局 4 1 0 0
5 3 3局 0 2 2 2
5 3 2局 0 3 6 1

5 2 3局 0 2 3 2
5 2 9局 1 1 1 2
5 3 2局 1 5 1 5
5 3 3局 0 6 5 7
5 2 3局 2 3 0 2
5 2 2局 2 7 1 0
5 3 7局 0 0 0 1
5 2 3局 1 1 6 2
5 2 9局 2 5 0 0
5 2 3局 1 0 9 2
5 4 5局 2 5 1 6
5 2 3局 1 6 6 1
5 2 2局 6 1 3 3
5 4 5局 2 1 4 5
5 3 5局 6 1 0 4

宮木内科
杉の森皮ふ科クリニック
藤岡医院
清栄歯科クリニック
第２国見医院
まち眼科
岡田医院
なかた歯科医院
ふれあいばし診療所
きまた眼科
渡会医院
花井歯科医院
河合医院
赤羽根医院
藤岡歯科医院

かわせ小児科
川瀬医院
藤井歯科医院
北山クリニック
昭和医院
田原歯科クリニック
第２国見医院
山本医院
伊藤歯科医院
國見医院
山本耳鼻咽喉科
津金医院
渡辺歯科医院

あつみライフランド 妊娠中の方（予約制）
貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会

パパママスクール
（クッキングコース） ５月16日（水）　午前９時50分～10時

田原福祉センター 妊娠中の方とその夫（予約制）
パパの妊婦体験、赤ちゃんのもく浴の仕方など

パパママスクール
（育児体験コース） ５月12日（土）　午前８時50分～９時

田原福祉センター

あつみライフランド

５か月～６か月児とその保護者（予約制）
離乳食講習と保育の話離乳食教室

５月９日（水）　午前９時50分～10時

５月21日（月）　午前９時50分～10時

診療時間Ì医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午
夜間またはかかりつけの医師が不在のときは 渥美病院Ì5 22局2131

～うつ病の症状～
①心の不調
　感情面＝抑うつ気分、絶望感、
　　自責感、イライラ感、自殺願望
　意欲面＝やる気が出ない、
　　集中力・行動力・決断力の低下、
　　記憶力低下、興味関心がなくなる
②身体の不調
　不眠、身体のけん怠感、頭痛、
　耳鳴り、めまい、吐き気、味覚異常、
　食欲不振、腹痛、便秘・下痢、性欲減退

│ 23 │　　　　　　　　　　平成19年4月1日

健康課
田原福祉センター
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386
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た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構

想
（
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
主
な

進
行
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
原
菜
の
花
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
設
立
。

・
市
・
豊
橋
技
術
科
学
大
学
・
田
原
菜
の
花

エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
同
で
、
廃
食
用

油
の
燃
料
化
﹇
Ｂ
Ｄ
Ｆ
﹈
の
研
究
を
実
施
。

・「（
仮
称
）渥
美
半
島
菜
の
花
浪ろ

漫ま
ん

街
道
」が
、

日
本
風
景
街
道
の
モ
デ
ル
調
査
ル
ー
ト
に

選
定
さ
れ
る
。

■
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
炭
生
館
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
の
可
燃
ご

み
約
１
万
７
０
０
０
ｔ
を
処
理
し
、
約

１
０
０
０
ｔ
の
炭
を
製
造
。﹇
２
月
現
在
﹈

・
炭
生
館
の
消
費
電
力
相
当
分
を
賄
う
風
力

発
電
所
が
運
転
開
始
。

・
第
二
東
部
最
終
処
分
場
を
建
設
。

■
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
全
公
共
施
設
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

目
標
に
、
38
の
公
共
施
設
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
。
住
宅
用
の
設
置

補
助
実
績
は
４
６
２
件
。﹇
１
月
現
在
﹈

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
普
及
啓
発
の
実
施
。

■
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
毎
月
１
日
を
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
と
定
め
る
。

・
省
エ
ネ
家
族
認
定
な
ど
の
実
施
。

・
環
境
負
担
の
低
減
に
取
り
組
む
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
」
を
、
市
本
庁
舎
だ
け
で
な

く
各
支
所
に
も
適
用
（
範
囲
拡
大
）。

■
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
駅
前
整
備
事
業
の
実
施
。

・
平
成
19
年
度
か
ら
、
渥
美
地
域
（
中
山
・

小
中
山
地
区
）
で
ぐ
る
り
ん
バ
ス
運
行
。

■
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
育
成
。

・「
中
央
公
園
」
の
ほ
か
、
市
内
初
の
防
災
施

設
を
兼
ね
備
え
た
「
大
手
公
園
」
を
整
備
。

■
エ
コ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
臨
海
部
や
渥
美
地
域
な
ど
に
大
型
風
力

発
電
所
を
立
地
（
現
在
、市
内
に
18
か
所
・

39
基
、
総
発
電
量
４
万
７
３
０
０
kW
）。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

　シデコブシや桜の花で
彩られる「春」がやってき
ました。渥美半島菜の花ま
つりは終わってしまいま
したが、これから「搾油用」
の菜の花が満開になりま
す。「観賞用」と比べ、濃い
黄色の花が特徴です。
　４月には、小学校の児童
らが種をまいた「搾油用」の菜の花畑で、『みつばち学
校』を開催する予定です。青空の下、満開の菜の花に
集まるみつばちを通じて「環境」「食」「農業」のさらな
る理解を深めます。
　１年間、市の花である“菜の花”をキーワードとし
た取り組みについて紹介してきました。今後も半島
の豊かな自然環境を守りながら、地域資源を活かし
た魅力的なまちづくりを実現するため、皆さんとと
もに菜の花エコプロジェクトを推進していきます。

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

12

▼エコエネ推進室☎ 23 局 7401

●菜の花とみつばち

キ
ロ
ワ
ッ
ト

0

25

50

75

100
（％）51,820千â

CODmg/ç

３月 ５月 ７月 ９月 11月 １月 ３月

12/1 12/10 12/20 1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道料金のお支払いは、便利な口座振替で  

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

3/20現在 69.8％3/20現在 69.8％

■三河湾の水質調査結果
海水浴のシーズンが近づいてきます。排水には十分気をつけましょう。

■三河湾の水質調査結果
海水浴のシーズンが近づいてきます。排水には十分気をつけましょう。

環境基準◎馬草沖 2mg/ç以下

環境基準◎三河港大橋・片浜沖 8mg/ç以下

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口
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共
に
考
え
共
に
歩
も
う

最
終
回

　
　
　
　

▼
企
画
課
☎
23
局
３
５
０
７

田
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン

「
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　

輝
け
る
ま
ち
・
た
は
ら
」

　

平
成
19
年
３
月
、「
田
原
市
男
女
共
同
参

画
推
進
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。田
原

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
民
館
な
ど
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。ま
た
、プ
ラ
ン
の
概
要
版
を

作
成
し
、皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、目
標
都
市
イ
メ
ー

ジ
を「
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま

ち
・
た
は
ら
」と
し
て
い
ま
す
。今
回
は
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
４
つ
の
推
進
目
標

を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

【
推
進
目
標
】

❶
人
権
尊
重
と
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

　
　

男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
環

境
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、市
民
の

男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
理
解
や
意
識

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

❷
誰
も
が
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

方
針
の
決
定
過
程
や
、防
災
・
環
境

共
生
・
地
域
づ
く
り
・
国
際
交
流
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
女
性
の
参
画
を
促
進

し
、男
女
が
共
に
活
躍
し
や
す
い
環
境

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

❸
生
涯
安
心
の
暮
ら
し
づ
く
り

　
　

生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
安
心
安
全
お

よ
び
健
康
と
生
活
の
充
実
を
サ
ポ
ー
ト

し
、男
女
が
共
に
生
き
生
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

❹
働
き
や
す
い
場
づ
く
り

　
　

職
場
で
の
性
差
別
を
解
消
す
る
と
と

も
に
、男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
を
両

立
で
き
る
よ
う
な
環
境
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
十
分
な
理
解

と
意
識
を
持
ち
、男
女
に
関
係
な
く
、市
民

の
皆
さ
ん
す
べ
て
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る

い
き
ま
し
ょ
う
。

　たはら国際交流協会は、国際交流活動の推進を目
的とするボランティア団体です。現在約１３０名の
個人会員と、約50の法人・団体会員が加入し、市内に
住む外国人や海外から訪れる人々と交流したり、市
民を海外へ派遣したりと、さまざまな活動を行って
います。

◎主な活動と内容

▼講座・イベントの実施
外国人留学生を招い
た料理教室やイベン
ト、田原市ＡＬＴとの
交流会、市民に海外の
文化を紹介する活動
（コンサートなどを年
１回実施）など

▼日本語教室
在住外国人を対象に
週２回開催

▼ホームステイ
海外からの研修生や
留学生、姉妹・友好都市からの訪問者など

▼市民海外派遣事業
姉妹・友好都市などへ市民派遣団を派遣

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼企画課5２３局３５０７

たはら国際交流協会をご存じですか？

▼

ラオスの歌姫・アルーナを招い
て行われたコンサートの様子

▼

和気あいあいとした雰囲気の
日本語教室

国際交流やボランティアに興味のある方なら誰でも会
員になることができます。あなたも海外との交流の輪を
広げてみませんか？

▼たはら国際交流協会事務局
田原文化会館２階（火～土、午後１時～５時）
☎22局２６２２　 22局２６２２
　 info@tahara-tia.jp　 http://www.tahara-tia.jp/
※入会には年会費（２０００円）が必要です。

│ 25 │　　　　　　　　　　平成19年4月1日



　　

議
会
推
薦
に
よ
り
、
森
山
和
幸
氏
（
若

見
町
）が
新
た
に
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
ほ
か
の
委
員
同
様
、
平
成
20
年
７

月
27
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
10
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
の

３
日
間
、
新
潟
県
内
で
農
業
委
員
の
県
外

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
日
に
訪
れ
た
の
は
、
新
発
田
市

の
「
と
ん
と
ん
市
場
」。
相
次
い
で
大
型

店
が
出
店
さ
れ
る
中
、
農
業
資
材
を
扱
う

店
に
地
元
農
家
の
直
売
所
を
併
設
さ
せ
た

り
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
市
場
を
Ｐ

Ｒ
し
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た

企
業
と
し
て
生
き
残
り
を
か
け
る
姿
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
新
潟
市
北
農
業
委
員
会
を
訪

問
。
農
業
委
員
会
・
市
産
業
経
済
課
・
Ｊ

Ａ
・
県
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
・
共
済
組
合

が
同
居
し
た
「
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

活
動
状
況
を
中
心
に
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
田
原
市
で
も
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
予
定
で
す
が
、
窓
口
が
一
本
化

さ
れ
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性
の

高
さ
は
、た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
終
日
、
合
併
に
よ
る
広
域
化

で
農
業
委
員
が
減
少
す
る
中
、
そ
の
活
動

を
補
佐
す
る
「
農
事
協
力
員
」
を
配
置
し

て
い
る
上
越
市
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
ま

し
た
。
こ
こ
で

は
、
各
集
落
に

一
人
の
農
事
協

力
員
を
配
置
。

全
部
で
７
６
３

名
と
い
う
人
数

の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
。

〜
視
察
研
修
の
感
想
〜

【
Ａ
農
業
委
員
】

　

視
察
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
田

原
市
は
東
西
の
消
費
地
に
近
く
、
本
当
に

恵
ま
れ
た
地
域
だ
と
い
う
こ
と
。「
と
ん

と
ん
市
場
」
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
非
常

に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
聞
き
、
田
原
市

も
も
っ
と
う
ま
く
や
れ
ば
…
と
思
い
ま
し

た
。
田
原
市
に
は
サ
ン
テ
パ
ル
ク
と
い
う

り
っ
ぱ
な
農
業
公
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

の
野
菜
売
り
場
を
も
っ
と
広
げ
、
化
学
肥

料
、
農
薬
を
少
な
く
し
た
有
機
野
菜
を
生

産
者
の
写
真
入
り
で
売
り
出
し
た
り
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
上
越
市
に
つ
い

て
は
、
田
原
市
よ
り
先
進
地
で
あ
っ
た
た

め
、
今
後
の
活
動
に
向
け
て
、
か
な
り
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
と
、
視
察
先
で
い
つ
も
感
じ
る
の
が

休
耕
地
の
少
な
さ
。
渥
美
半
島
ほ
ど
休
耕

地
が
多
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
産
出
額
が
全
国
一
と
喜
ん
で
ば
か
り

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
Ｂ
農
業
委
員
】

　
「
と
ん
と
ん
市
場
」
の
直
売
所
に
は
、

自
信
作
の
野
菜
が
豊
富
に
並
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
一
つ
に
名
前
や
レ
シ
ピ
な

ど
の
説
明
が
あ
っ
た
り
、
袋
詰
め
に
も
気

を
使
っ
て
あ
っ
た
り
と
、
熱
心
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
野
菜
だ
け
で
な
く
、精
肉
、

惣
菜
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
か
所
で

す
べ
て
の
買
い
物
が
で
き
た
ら
も
っ
と
良

い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
潟
市
（
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

「
農
村
女
性
の
農
業
学
習
」
や
、
経
営
参

画
の
促
進
と
し
て「
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
講
座
」

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

が
ん
ば
る
姿
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
私
た

ち
の
活
動
に
も
方
向
が
見
え
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。　

　

上
越
市
で
は
、
男
性
委
員
の
多
い
中
、

女
性
委
員
の
果
た
す
役
割
（
少
数
派
で
意

見
が
通
り
に
く
い
と
こ
ろ
な
ど
）
に
つ
い

て
、あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
農
業
委
員（
議
会
推
薦
）の
交
替

◎
農
業
委
員
県
外
視
察
研
修 森山 和幸

若見町土手ノ内22
545局3036

議
会
推
薦

■新農業委員会委員

（敬称略）
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家
族
経
営
中
心
の
日
本
の
農
業
を
次
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、農
業
を

魅
力
あ
る
職
業
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。ま
た
、男
女
を
問
わ
ず
、意
欲

を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す

る
に
は
、家
族
内
に
お
い
て
一
人
ひ
と
り

の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、意
欲
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

不
可
欠
で
す
。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

役
立
つ
の
が｢

家
族
経
営
協
定｣

で
す
。こ

の
協
定
は
、家
族
間
で
の
役
割
分
担
や
就

業
条
件
、将
来
の
目
標
な
ど
を
協
議
し
、文

書
に
し
て
取
り
決
め
を
行
う
も
の
で
す
。

　

２
月
19
日
、こ
の
協
定
書
の
調
印
式
が

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
で
24
家
族
が
調
印
し
、１
家
族
が
再

締
結
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
で
田
原
市
の

協
定
締
結
農
家
は
１
６
５
戸
に
な
り
ま
し

た
。ま
だ
締
結
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、ぜ

ひ
結
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
23
日
、崋
山
会
館
に
お
い
て
、豊
橋

市
農
業
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。主
に「
農
用
地
利
用
集
積
事
業
の

促
進
」と「
担
い
手
農
家
の
確
保
・
育
成
」に

つ
い
て
の
二
つ
の
大
き
な
内
容
を
中
心
に

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の「
農
用
地
利
用
集
積
事
業
の

促
進
」に
つ
い
て
は
、農
地
の
貸
借
、売
買

に
つ
い
て
、田
原
市
で
は
農
業
委
員
を
含

め
た「
農
地
利
用
集
積
促
進
員（
41
名
）」が

か
か
わ
っ
て
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、豊

橋
市
で
は
、農
業
委
員
と
Ｊ
Ａ（
合
わ
せ
て

82
名
）が
か
か
わ
っ
た「
農
地
銀
行
活
動
」

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、豊
橋

市
の
活
動
の
充
実
ぶ
り
が
、た
い
へ
ん
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の「
担
い
手
農
家
の
確
保
・
育

成
」に
つ
い
て
は
、田
原
市
の
営
農
支
援

セ
ン
タ
ー
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、農

村
女
性
の
地
位
向
上
、遊
休
農
地
対
策
、農

家
の
後
継
者
対
策
、新
規
就
農
者
対
策
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
農
村
女
性
に
つ
い
て
は
、地
域
と
の

関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
中
、「
孤
独
に

な
っ
て
い
な
い
か
？
」と
か
、「
そ
の
よ
う

な
女
性
が
社
会
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

家
族
経
営
協
定
を
結
び
、役
割
分
担
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、夫
が
妻
の
行
動
に

対
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
？
」と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て
、

主
に
田
原
市
の「
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
推
進
体
制
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
た
ほ
か
、「
国
に
対
す
る
要
望
の
う

ち
、共
通
し
た
内
容
を
持
つ
場
合
は
、市
町

の
連
名
に
よ

り
行
っ
て
い

こ
う
」と
い

う
自
由
意
見

が
出
さ
れ
、

検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

農
地
の
賃
貸
借
料
の
目
安
と
な
る
標
準

小
作
料
が
、１
月
か
ら
次
の
と
お
り
改
訂

さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
き
れ
い
に
！

　

〜
自
分
の
農
地
は
、

　
　
　
　

責
任
を
持
っ
て
管
理
し
よ
う
〜

　

田
植
え
前
の
４
月
、病
害
虫
発
生
前
の

７
月
、雑
草
の
種
子
が
飛
散
す
る
10
月
は

「
耕
起
月
間
」で
す
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、耕
作

放
棄
地
、不
作
付
地
な
ど
の
遊
休
農
地
が
、

全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。遊
休
地
と

な
っ
た
農
地
は
、ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
病

害
虫
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
、衛
生
面
や

環
境
面
か
ら
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。自
分

の
農
地
は
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
、他
人

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

議
会
推
薦
委
員
の
交
替
に
よ
り
、多
田

辰
郎
委
員
が
１
月
末
日
で
退
任
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、土
地
改
良
区
の
合
併
に
よ
り
、

中
村
廣
委
員
も
同
日
、退
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
家
族
経
営
協
定
書
締
結
調
印
式

◎
豊
橋
市
農
業
委
員
会
と
の

　

意
見
交
換
会
を
開
催

改
訂
さ
れ
ま
し
た　

◎
標
準
小
作
料

農地の
区分

小作料の標準額
※（　）内は改訂前の額

田 14,000円
（15,000円）

畑 18,000円
（18,000円）

■標準小作料（年額／10ａ
アール

当たり）

※平成19年１月１日改訂

公開中です！

農業委員会農業委員会
ホームページホームページ

農地に関す
る手続き情報
などが満載で
す。ぜひご覧
ください。

　http://www.city.tahara.
aichi.jp/section/noui/

◎
耕
起
月
間

◎
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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ト
リ
ア
ー
ジ
②　

ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
と
は
…

防
災
ま
め
知
識

こ
ん
に
ち
は
、〝
の
り
り
ん
〞
で
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
の
こ
と
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
ト

リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
」
に
つ
い
て
で
す
。

□
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
と
は
…

　

ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
と
は
、
ト
リ
ア

ー
ジ
の
と
き
に
用
い
る
〝
識
別
票
〞
の

こ
と
で
す
。
災
害
現
場
で
救
助
さ
れ

た
負
傷
者
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
責
任

者
（
医
師
な
ど
）
に
よ

っ
て
、〝
ト
リ
ア
ー
ジ
区

分
〞
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
に

は
必
要
事
項
が
記
入
さ

れ
、
区
分
に
応
じ
た
色

が
最
も
下
に
な
る
よ
う

に
切
り
取
ら
れ
、
負
傷
者
の
体
（
原
則
は

右
手
首
）
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
患
者
の
傷
病
程
度
を
よ
り
迅
速
・
的

確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
は

そ
の
区
分
に
基
づ
き
、
処
置
や
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
〝
ト
リ
ア
ー
ジ
区
分
〞
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

つ
づ
く―

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

田原児童センター　523局4761

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　523局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

・工
こう

作
さく

ランド 『母
はは

の日
ひ

のプレゼント作
づく

り ペーパーカーネーション』
開催日●４月17日（火）～５月13日（日）

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●４月19日（木）
幼児向け▶午前10時30分～
小学生向け▶午後４時～

・４月
がつ

のチャレンジ

▼フイルムケースタワー

・映
えい

画
が

会
かい

※
日時●４月15日（日）午後1時30分～

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

※
日時●４月18日（水）午前10時～
※は児童センターのみ開催

２日（月）、９日（月）、16日（月）、

23日（月）

4 月のお休み

西部児童館　　　　525局0211

14件（28件）

17人（31人）

0人（0人）

86件（204件）

6件（8件）

160件（306件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

7件（14件）

7件（17件）

6件（13件）

※（　）内の数字は平成19年の累計

2月2月

子どもの飛び出しに注意しよう

▼

表面
トリアージに関する項目
が記入され、区分に応じて
色のついた下の部分が切
り取られます。

裏面 ▼

特記事項などが記入され、
最終的には収容医療機関
用として使用されます。

平成19年4月1日 　  　　　　　　　　│ 28 │



●中山保育園
荒木美紅  ちゃん（6歳）

【評】「お父さんにゴルフを教えてもらっている」と言って
いた美紅ちゃん。将来が楽しみですね。

●中山保育園
田中一帆  くん（6歳）

【評】サッカー選手になってゴールがいっぱい決まると
いいですね。

●田原南部小学校3年
中神菜月  さん

「鉄棒に足を掛けたら、景色が
逆さまに見えた！」その感動
を絵版画でダイナミックに表
現できました。

●田原南部小学校4年
中神香菜  さん

お母さんが作ってくれる大好
きなお弁当。材料を工夫して
立体的に表現することができ
ました。

きせんしゅ

おお あし はや せんしゅ

ひょう

せんしゅおお

い

しょうらい

おし

たの

とう

み　く

ひょう

河邊
 淳子
 先生
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御
衣
祭
や
ご
せ
ん
だ
ら
祭
り
で
有
名
な

伊
良
湖
神
社
の
歴
史
は
た
い
へ
ん
古
く
、

創
建
は
貞
観
17
年
（
８
７
５
年
）
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
、
伊
勢
神
宮
と
深
い
か
か
わ

り
合
い
を
持
つ
神
社
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
神
社
は
そ
の
昔
、
伊い

良ら

久く

大
明
神
と
い

わ
れ
、
そ
の
元
宮
は
陸
軍
伊
良
湖
射
場
用

地
拡
張
の
た
め
、
明
治
39
年
（
１
９
０
６

年
）
に
伊
良
湖
村
が
現
在
の
集
落
地
へ
集

団
移
転
す
る
ま
で
は
、
伊
良
湖
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
南
側
に
あ
る
宮
山
の
中
腹
に
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
宮
山
山
中
に

は
、
こ
の
神
社
へ
と
続
く
参
道
と
、
遷せ

ん

宮ぐ
う

の
た
め
上
下
２
段
に
構
築
さ
れ
た
境
内
地

の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
、
栲た

く

幡は
た

千ち

ち々

姫ひ
め
の
み
こ
と

命
で
、
伊
勢
神
宮
の
神か

ん

御み

衣そ

神

事
の
た
め
に
祭さ

い

祀し

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
少
し
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
こ

の
神
御
衣
神
事
が
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
に
触
れ
て
み
ま
す
。

　

三
河
に
お
け
る
神
御
衣
は
、
桓
武
天

皇
の
代
（
７
８
１
〜
８
０
６
年
）
に
、
三

河
大
野
で
生
産
さ
れ
た
絹
糸
を
渥
美
神
戸

の
名
前
で
伊
勢
神
宮
に
献
納
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
清
和

天
皇
の
こ
ろ
（
８
５
８
〜
８
７
６
年
）
か

ら
は
、
三
河
大
野
の
糸
が
伊
良
湖
へ
運
ば

れ
、
機は

た

織お
り

さ
れ
て
か
ら
伊
勢
神
宮
へ
奉
納

さ
れ
る
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。
三
河
大

野
か
ら
伊
良
湖
へ
運
ば
れ
て
き
た
絹
糸
を

供
え
、
機
織
殿
を
潔け

っ

斎さ
い

し
、
機
織
さ
れ
た

御
衣
を
供
え
神
事
を
行
う
た
め
の
神
社
、

そ
れ
が
伊
良
久
大
明
神
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
伊
良
湖
が
伊
勢
神
宮

へ
の
神
御
衣
調
進
の
地
に
選
ば
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
次
の
二
つ
で
す
。
ま
ず
は
、
伊
良

湖
岬
と
伊
勢
と
の
間
に
あ
る
海
の
難
所
と

さ
れ
る
伊
良
湖
水
道
（
度ど

合あ
い

）
で
す
。
伊

勢
神
宮
へ
奉
納
す
る
大
切
な
神
御
衣
を
確

実
に
輸
送
す
る
た
め
に
は
、
天
候
や
潮
の

流
れ
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、
海
賊
な
ど
か
ら
の
難
を

避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
伊
良
久
大
明
神
で
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
神
御
衣
は
、
そ
の
絹
糸

が
久
寿
２
年
（
１
１
５
５
年
）
に
遠
州
三

ケ
日
の
初う

ぶ

生き

衣ぬ

神
社
で
機
織
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
三
ケ
日
か
ら
伊
勢
神
宮
へ
織

布
を
送
る
途
中
の
安
置
と
祈き

祷と
う

を
行
う
神

社
へ
と
役
割
を
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
神
事
も
、
中
世
の
混
乱
し
た
時
代
に

一
度
は
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
江
戸
時

代
の
明
和
元
年
（
１
７
６
４
年
）
に
な
る

と
、
神
御
衣
船
が
今
度
は
吉
田
湊
か
ら
直

接
伊
勢
へ
向
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
時
代
も
安

定
し
、
操
船
技
術
も
進
歩
し
て
、
伊
良
湖

で
わ
ざ
わ
ざ
風
や
潮
待
ち
を
す
る
必
要
が

な
く
な
り
、
伊
勢
へ
直
行
し
た
の
で
す
。

　

伊
良
湖
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
御
衣
祭

が
こ
の
神
事
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
伊
勢
神
宮

と
は
直
接
的
に
関
係
の
な
い
、
地
域
を
中

心
と
す
る

祭
り
と
な

っ
て
い
ま

す
。
余
談

で
す
が
、

明
治
34

年
か
ら
行

わ
れ
て
い

る
お
糸
奉
献
（
お
糸
船
）
の
方
が
、
前
述

し
た
神
事
に
ち
な
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

御
衣
祭
は
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）

ま
で
、
旧
暦
の
４
月
14
日
（
伊
勢
神
宮

の
神
御
衣
祭
の
日
）
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
４
月
の
第
３
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
祭
礼
日
に
は
神
社
参
道
の

両
脇
に
た
く
さ
ん
の
露
店
が
並
び
、
半
島

内
だ
け
で
な
く
、
昔
か
ら
関
係
の
深
い
神

島
な
ど
か
ら
も
多
く
の
参さ

ん

詣け
い

者
が
訪
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
日
、
地
区
の
女
性
た
ち

は
、
は
さ
み
や
針
を
手
に
せ
ず
、
漁
民
た

ち
は
船
の
安
全
を
祈
る
守
護
神
の「
船
礼
」

を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
年
の
御
衣
祭
は
４
月
15
日
で
す
。
伝

統
あ
る
お
祭
り
に
、
皆
さ
ん
も
足
を
運
ば

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。（
天
野
）

〔
参
考
文
献
〕

『
伊
良
湖
誌
』 

伊
良
湖
自
治
会 

２
０
０
６
年

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

●さまざまな露店が並ぶ現在の御衣祭

潮
騒
の
伊
良
湖
岬
⑥

〜
伊
良
湖
神
社
と
御お
ん

衣ぞ

祭ま
つ
り

〜

●崋山が描いた伊良湖神社元宮図
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体にやさしい！
「いちじく」の
デザート

Citizen's
Plaza

▼
材
料（
10
個
分
）…
い
ち
じ
く（
１
〜

２
個
）白
玉
粉（
１
８
０
ｇ
）、片
栗
粉

（
少
々
）、砂
糖（
１
１
０
ｇ
）、水（
適

宜
）、こ
し
あ
ん（
２
０
０
ｇ
）

▼
作
り
方

❶　

い
ち
じ
く
の
皮
を
手
で
む
き
、縦
四

つ
割
り
に
し
、約
１
㎝
角
に
切
り
ま
す
。

❷　

分
量
の
こ
し
あ
ん
を
10
等
分
し
、①

の
い
ち
じ
く
を
包
ん
で
丸
め
ま
す
。

❸　

白
玉
粉
を
細
か
く
つ
ぶ
し
、砂
糖
と

と
も
に
耐
熱
容
器
へ
。水
を
少
し
ず
つ

加
え
な
が
ら
よ
く
混
ぜ
、耳
た
ぶ
ぐ
ら

い
の
柔
ら
か
さ
に
し
ま
す
。

❹　

③
の
容
器
に
ラ
ッ
プ
を
し
て
、電
子

レ
ン
ジ（
強
）で
２
分
間
加
熱
。そ
の
後
、

い
っ
た
ん
取
り
出
し
て
よ
く
混
ぜ
、再

び
ラ
ッ
プ
を
し
て
２
分
加
熱
。最
後
に

も
う
一
回
取
り
出
し
て
よ
く
混
ぜ
、ラ

ッ
プ
を
し
、透
明
感
が
出
る
ま
で（
１
分

程
度
）加
熱
す
る
と
生
地
の
完
成
で
す
。

❺　

片
栗
粉
の
上
に
④
を
取
り
出
し
、10

等
分
し
ま
す
。熱
い
う
ち
に
①
を
包
み
、

形
を
整
え
れ
ば
出
来
上
が
り
で
す
。

　

い
ち
じ
く
に
は「
フ
ィ
シ
ン
」と
い
う

タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。食
後
の
消
化
促
進
に
は
打
っ

て
つ
け
の
フ
ル
ー
ツ
な
ん
で
す
よ
。

田
原
市
で
は
、露
地
や
ハ
ウ
ス
で

い
ち
じ
く
の
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。数
回
に
わ

た
っ
て「
料
理
」を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、今
回
は
そ
ん
な「
い
ち
じ
く
」を
使

っ
た
、お
い
し
い
デ
ザ
ー
ト
を
紹
介
し

ま
す
。さ
あ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
！

・
い
ち
じ
く
大
福

4

●水道料・下水道使用料金
（２・３月分）

火

水

●以外＝ 5月１日

●　　＝ 4月25日

国民健康保険税
（第１期分）

介護保険料
（第１期分）

納
期
限

の

　

１
か
ら
３
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

○
○
は
就
職
や
転
勤
、
進
学
、
進
級

な
ど
、
環
境
が
変
わ
る
季
節
。
新
し
い

場
所
や
人
間
関
係
に
慣
れ
る
ま
で
に
は

時
間
が
か
か
り
、
特
に
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
り
や
す
く
な
る
た
め
、
心
身
の
不
調

に
注
意
が
必
要
で
す
。

２　

１
月
６
日
（
土
）
か
ら
約
２
か
月
半

に
わ
た
っ
て
開
催
し
て
き
た
渥
美
半
島

○
○
○
○
ま
つ
り
。
３
月
25
日
（
日
）、

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

３　

平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た
「
田
原

市
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
で
は
、

目
標
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
「
○
○
○
が
自

分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち
・
た
は
ら
」
と

し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、広

報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を

必
ず
記
入
し
て「
広
報
た
は
ら
」へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

10
名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
４
月
20
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
３
月
号
の
答
え
】
ひ
っ
こ
し 

（
応
募
総
数
35
通
中
、正
解
34
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
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N
o.607 平

成
19
年
4
月
号

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
総
務
部
文
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
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６６，５６９人　総人口

３３，６１２人　男性

３２，９５７人　女性

２０，６７７世帯世帯数

４５人出生 ５３人死亡

１４４人転入 １３９人転出

－３人増減 ※増減は2月中です

■人口と世帯数

■行政面積

（平成19年３月１日現在）

古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。
古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。

當
とう

行
ぎょう

寺
じ

の まきの木
き

［田原町］
　當行寺にそびえ立つこの「まきの木」
は、田原城下町の移り変わりを長きにわた
って見守ってきました。「ホソバ」という通
称でなじみ深いまきの木。ふだん、あまり
大きなものは目にしませんが、當行寺のま
きの木は、高さ16.5ｍ、幹周り約３ｍとい
う巨木ぶりで、その存在感を示しています。春、神明社の桜に負けじと
主張する緑の葉も印象的。こちらも野田小学校の「ホルトの木」同様、
「巨木・名木１００選」に選定されています。

　野田小学校のシンボルといえ
ば「ホルトの木」。学校内に３本
あるホルトの木々は、昔も今も変
らず生徒たちを出迎え、送り出し
てきました。共に過ごす野田小
学校の在校生、また、過ごした卒
業生にとって、この木への思い入れは“ひとしお”ではないで
しょうか。老木となりながら今もなお堂 と々そびえるその樹形
は“みごと”のひと言。「キラリ１００選」に続き、このたび新
たに「巨木・名木１００選」という称号が加わりました。

野
の

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

の ホルトの木
き

［野田町］

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

笑
い
、桜
が
咲
き

誇
る
。春
の
訪
れ

と
と
も
に
、小
さ

な〝
つ
ぼ
み
〞が
美

し
く
大
き
な
花
を
咲
か
せ
始
め
ま
し

た
。こ
の〝
つ
ぼ
み
〞と
い
う
言
葉
に

は「
将
来
を
期
待
さ
れ
る
が
、ま
だ
一

人
前
で
な
い
年
ご
ろ
の
者
」と
い
っ

た
、も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

田
原
市
の〝
つ
ぼ
み
〞た
ち
も
、自
分

の
色（
個
性
）と
い
う
宝
を
手
に
、今

後
大
き
く
開
花
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
▼
世
の
中
に
は
、個
性

的
で
魅
力
的
な
人（
た
だ
目
立
つ
だ

け
で
は
な
く
、人
を
引
き
つ
け
る
魅

力
を
持
っ
た
人
）は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。そ
う
い
っ
た
人
た
ち
は
、自
信
に

満
ち
あ
ふ
れ
、い
つ
も
楽
し
そ
う
に

見
え
ま
す
。そ
れ
は
、自
ら
積
極
的
に

何
か
を
求
め
て
い
く
中
で
、努
力
・
経

験
を
し
、自
信
を
持
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。仕
事
で
も
、趣
味
で
も
、

自
分
を
表
現
で
き
る
も
の
を
持
つ
こ

と
も
、個
性
を
伸
ば
す
一
つ
の
要
素

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
Ｍ
Ｒ
）

※『たはらの自然めぐりⅡ たはらの巨木・名木１００選』は、公園緑地課などで販売しています。詳しくは17ページをご覧ください。


